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連
歌
師
能
順
年
譜
稿　
上
伊　
藤　
伸　
江
　
連
歌
師
能
順
（
寛
永
五
（
一
六
二
八
）
〜
宝
永
三
（
一
七
〇
七
）
は
、
京
都
北
野
天
満
宮
の
宮
仕
で
あ
り
、
ま
た
加
賀
小
松
天
満
宮
の
初
代
別
当
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
、
京
都
と
小
松
を
往
復
し
な
が
ら
、
小
松
天
満
宮
の
別
当
を
つ
と
め
、
北
野
天
満
宮
の
学
堂
で
の
月
次
連
歌
の
宗
匠
を
も
長
く
勤
め
て
い
る
。
　
能
順
の
絶
え
間
な
い
北
野
天
満
宮
と
の
接
触
は
、
小
松
天
満
宮
を
通
し
て
大
き
な
影
響
を
加
賀
の
連
歌
に
与
え
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い
っ
た
こ
と
は
今
後
の
考
究
を
待
つ
部
分
が
多
い
。
彼
の
動
静
自
体
も
、
京
・
小
松
の
往
還
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
に
小
松
に
滞
在
し
た
の
か
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
の
併
任
ゆ
え
細
か
な
点
は
不
明
な
部
分
も
多
く
、
詳
細
に
は
と
ら
え
に
く
い
。
　
だ
が
、
例
え
ば
、
能
順
は
生
涯
に
わ
た
り
連
歌
師
宗
祇
を
尊
崇
し
、
晩
年
に
迎
え
た
宗
祇
二
百
年
忌
に
際
し
て
、
北
野
学
堂
で
宗
祇
忌
日
の
連
歌
会
を
開
始
し
、
こ
の
会
は
、
能
順
没
後
も
、
北
野
の
年
預
が
主
催
す
る
会
と
し
て
あ
ら
た
め
て
存
続
し
て
い
っ
た
。
元
禄
・
宝
永
と
い
う
、
連
歌
が
次
第
に
表
舞
台
か
ら
退
い
て
い
く
と
見
え
る
時
期
に
も
、
宗
祇
の
連
歌
を
芸
術
的
な
頂
点
に
お
き
、
宗
祇
関
係
の
記
念
碑
的
行
事
を
発
起
・
維
持
す
る
能
順
の
営
為
に
よ
り
、
北
野
学
堂
に
お
い
て
後
代
へ
と
連
歌
が
つ
な
が
れ
て
い
く
。
そ
れ
ゆ
え
、
稿
者
は
、
こ
れ
ま
で
連
歌
衰
退
時
期
と
見
な
さ
れ
て
い
た
、
元
禄
・
宝
永
期
の
捉
え
直
し
を
は
か
る
契
機
と
な
る
、
一
つ
の
流
れ
を
作
っ
た
重
要
な
人
物
と
し
て
能
順
を
考
え
て
い
）
1
（
る
。
　
能
順
の
事
跡
は
、
は
や
く
棚
町
知
彌
氏
が
「
能
順
伝
資
料
」
を
そ
の
十
ま
で
、「
加
能
連
歌
壇
史
藁
草
」
を
そ
の
二
（
後
）
ま
で
執
筆
さ
れ
、
北
野
天
満
宮
の
古
記
録
か
ら
引
用
し
た
資
料
や
、
能
順
の
関
わ
る
連
歌
資
料
を
翻
刻
紹
介
さ
れ
た
。
広
く
天
満
宮
の
研
究
を
す
す
め
る
36
中
で
、
能
順
に
つ
い
て
も
詳
し
く
紹
介
さ
れ
、
現
在
の
能
順
研
究
を
主
導
し
形
づ
く
ら
れ
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
綿
抜
豊
昭
氏
が
、
石
川
・
富
山
の
連
歌
を
研
究
す
る
中
で
、
小
松
天
満
宮
関
係
の
文
学
者
と
し
て
能
順
を
考
究
さ
れ
、『
小
松
天
満
宮
宝
物
殿
竣
工
記
念
奉
納 
小
松
天
満
宮
と
能
順
』（2016
・
小
松
天
満
宮
社
務
所
）
の
よ
う
な
能
順
伝
も
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
北
陸
の
文
学
史
を
考
え
る
際
に
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
人
物
で
あ
る
ゆ
え
に
、
地
方
史
文
献
に
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
必
ず
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
加
え
て
、
最
近
で
は
、
京
都
文
化
博
物
館
で
の
「
北
野
天
満
宮 
信
仰
と
名
宝
」
の
展
示
（2019. 2
）
に
続
き
、
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
の
令
和
元
年
度
秋
季
特
別
展
「
加
賀
前
田
家
と
北
野
天
満
宮
」（2019. 9
）
も
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
企
画
は
、
小
松
天
満
宮
を
造
営
し
能
順
を
招
い
た
加
賀
前
田
家
と
、
北
野
天
満
宮
と
の
関
係
を
、
あ
ら
た
め
て
捉
え
直
す
視
点
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
博
捜
さ
れ
充
実
し
た
展
示
資
料
に
よ
り
、
能
順
関
係
資
料
の
実
見
の
機
会
も
得
ら
れ
た
。
　
し
か
し
、
能
順
そ
の
人
に
関
し
て
、
ま
だ
網
羅
的
な
形
の
年
譜
の
公
表
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
諸
先
学
の
研
究
成
果
に
学
び
つ
つ
、
新
た
な
能
順
の
年
譜
を
示
し
た
。
二
〇
一
九
年
二
月
に
は
、
能
順
の
住
し
た
小
松
天
満
宮
で
、
能
順
筆
の
『
角
田
川
』
が
綿
抜
氏
の
調
査
で
見
い
だ
さ
れ
る
な
ど
、
現
在
さ
ら
に
研
究
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
能
順
の
事
跡
は
こ
れ
か
ら
も
数
多
く
出
現
す
る
余
地
が
あ
り
、
ま
た
集
成
時
の
見
落
と
し
等
に
よ
る
不
備
も
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
年
譜
を
公
に
す
る
こ
と
も
、
研
究
の
進
展
に
利
す
る
一
つ
の
形
に
な
ろ
う
と
思
う
。
　
こ
の
年
譜
に
は
、
連
歌
師
能
順
の
生
涯
の
事
跡
を
お
さ
め
、
日
時
が
不
明
な
も
の
も
年
譜
外
に
資
料
と
し
て
収
録
し
た
。
年
譜
に
は
ま
た
、
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
能
順
の
父
能
舜
の
事
跡
も
収
め
、
能
順
が
属
し
て
い
た
北
野
天
満
宮
の
連
歌
関
係
行
事
も
宮
仕
記
録
等
に
よ
り
収
め
た
。
能
舜
は
、
連
歌
を
よ
く
し
、『
連
歌
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
彼
の
参
加
し
た
連
歌
は
、
百
韻
六
十
三
種
、
千
句
五
種
（
う
ち
独
吟
千
句
一
）
が
残
る
が
、
紹
巴
や
里
村
家
、
将
軍
家
や
前
田
家
と
の
関
係
を
示
す
、
能
順
へ
と
つ
な
が
る
事
跡
を
特
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
北
野
天
満
宮
連
歌
関
係
行
事
は
、
そ
も
そ
も
主
た
る
記
録
で
あ
る
宮
仕
記
録
や
そ
の
下
書
、
文
書
の
記
述
が
失
わ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
さ
ら
に
記
述
の
あ
る
時
期
で
あ
っ
て
も
、
宮
仕
記
録
で
は
、
一
般
に
年
預
が
決
定
す
る
べ
き
懸
案
事
項
の
記
録
が
優
先
さ
れ
、
月
三
度
の
定
例
連
歌
の
記
事
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
っ
た
。
加
え
て
記
録
者
に
よ
り
記
述
に
精
粗
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
は
留
意
す
37
べ
き
だ
が
、
能
順
の
動
静
と
北
野
学
堂
の
状
況
を
重
ね
る
こ
と
で
、
能
順
と
北
野
と
の
距
離
感
を
見
る
上
で
の
参
考
と
な
ろ
う
と
思
い
、
可
能
な
限
り
収
録
し
た
。
　
先
学
の
業
績
の
中
で
は
、
棚
町
知
彌
氏
と
綿
抜
豊
昭
氏
に
多
く
の
学
恩
を
受
け
て
い
る
。
凡
例
に
お
い
て
も
、
両
氏
の
論
は
別
途
ま
と
め
、
そ
れ
ら
を
順
に
番
号
を
付
し
て
区
別
し
て
示
し
た
。
棚
町
氏
は
、『
北
野
天
満
宮
史
料
』『
学
堂
記
録
下
書
』
や
、
小
松
天
満
宮
な
ど
に
収
め
ら
れ
た
能
順
関
係
連
歌
資
料
等
を
翻
刻
の
形
で
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
翻
刻
資
料
を
、
年
譜
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
綿
抜
氏
に
は
、
「
小
松
天
満
宮
連
歌
関
係
書
目
録
稿
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
棚
町
氏
の
業
績
を
補
完
す
る
形
で
の
目
録
で
あ
る
た
め
、
能
順
関
係
の
も
の
は
、
連
歌
集
に
収
録
さ
れ
る
も
の
以
外
は
省
略
し
た
形
の
目
録
と
な
っ
て
い
る
が
、
小
松
天
満
宮
の
貴
重
な
資
料
の
継
続
調
査
の
成
果
で
あ
り
、
年
譜
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
反
映
の
際
に
は
、
必
要
に
応
じ
目
録
稿
の
ペ
ー
ジ
を
記
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
な
お
、
棚
町
氏
と
綿
抜
氏
の
資
料
翻
刻
、
目
録
で
同
一
作
品
に
つ
け
た
作
品
名
が
ち
が
う
場
合
が
あ
る
。（
綿
抜
氏
目
録
は
そ
の
ま
ま
、
棚
町
氏
は
選
択
し
て
翻
刻
し
て
い
る
た
め
、
内
容
を
反
映
し
て
詳
し
い
名
を
つ
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
綿
抜
氏
目
録
『
連
歌
集
』（
p25
〜
p26
）
は
、
棚
町
氏
で
は
『﹇
快
全
・
能
順
等
百
韻
連
歌
集
﹈』（
④
❺
❻
❼
に
一
部
の
翻
刻
収
載
）
で
あ
り
、
綿
抜
氏
目
録
『
連
歌
集
』（
p27
〜
p28
）
は
、
棚
町
氏
で
は
『﹇
能
順
・
快
全
・
歓
生
等
連
歌
書
留
﹈』（
❺
❻
❼
に
一
部
の
翻
刻
収
載
）
で
あ
る
。）
こ
の
よ
う
な
作
品
に
収
め
ら
れ
て
い
る
連
歌
の
伝
本
の
情
報
は
、
判
別
の
必
要
上
、
棚
町
氏
の
使
用
し
た
詳
し
い
作
品
名
の
略
称
で
記
し
、
綿
抜
氏
の
目
録
ペ
ー
ジ
を
付
加
し
同
一
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
事
跡
の
後
に
は
括
弧
書
き
で
典
拠
を
示
し
た
。
加
え
て
『
聯
玉
集
』（
小
松
天
満
宮
蔵
）
所
収
の
場
合
は
そ
の
旨
『
連
歌
大
観
三
』
の
句
番
号
と
共
に
記
し
た
。
な
お
、『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
な
ど
他
の
集
と
『
聯
玉
集
』
の
句
や
詞
書
が
相
違
す
る
場
合
が
あ
る
。
一
般
に
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
句
が
あ
る
場
合
は
其
形
を
示
し
、『
聯
玉
集
』
の
番
号
を
添
え
て
い
る
が
、
両
者
の
形
の
相
違
は
示
し
て
お
り
、
ま
た
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
は
『
聯
玉
集
』
か
ら
句
を
示
す
場
合
も
あ
る
。「
句
」（
書
留
、
聯
）
の
よ
う
に
、
略
号
で
引
用
句
の
次
に
引
用
テ
キ
ス
ト
の
作
品
名
を
ま
ず
示
し
、
他
本
に
あ
る
こ
と
は
そ
の
後
の
作
品
名
略
号
に
示
し
た
。
　
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
能
順
弟
子
歓
生
の
句
集
『
新 
梅
の
雫
』
か
ら
の
引
用
は
、『
新
修
小
松
市
史 
資
料
編
７ 
文
芸
』（
平
成
十
八
・
新
38
修
小
松
市
史
編
纂
委
員
会
）
に
よ
っ
た
。
　
以
上
の
よ
う
な
操
作
を
経
て
、
年
譜
の
上
（
本
稿
）
に
は
、
元
禄
五
年
ま
で
、
下
（「
愛
知
県
立
大
学
説
林
」
第
68
号
・
令
和
二
年
三
月
発
行
）
に
は
そ
れ
以
降
と
年
時
不
明
の
作
品
を
お
さ
め
た
。
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
注（1
）
伊
藤
伸
江
「
能
順
の
宗
祇
追
慕
│
能
順
年
譜
を
手
掛
か
り
に
し
て
│
」（「
愛
知
県
立
大
学
説
林
」
第
68
号
・
令
和
二
年
三
月
）
本
年
譜
作
成
に
あ
た
り
、
奥
田
勲
氏
と
の
科
研
費
共
同
研
究
、
討
議
か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
た
こ
と
を
記
し
、
お
礼
申
し
上
げ
る
。
本
稿
はJSPS
科
研
費JP
17K
02421
「
独
吟
百
韻
分
析
に
よ
る
宗
祇
連
歌
の
多
面
的
新
研
究
」
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
能
順
年
譜
凡
例
年
譜
引
用
文
献
・
資
料
と
略
号
一
覧
年
譜
引
用
に
あ
た
り
略
号
を
用
い
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
示
し
た
。
論
文
で
は
頭
に
、
他
は
末
尾
に
示
す
。
ま
た
、『
連
歌
総
目
録
』、『
新
編
国
歌
大
観
』CD
-RO
M
、『
新
編
私
家
集
大
成
』CD
-RO
M
を
参
照
、
反
映
し
て
い
る
。
【
棚
町
知
彌
氏
関
係
資
料
・
論
文
】（
副
題
は
略
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
題
は
初
出
時
の
も
の
と
す
る
。）
㊀
「
北
野
社
古
記
録
（
文
学
・
芸
能
記
事
）
抄
（
一
）」（「
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
」
４
号
・1968. 12
）
❶
「
北
野
学
堂
連
歌
史
資
料
集
（
貞
享
年
間
）」（「
近
世
文
芸
資
料
と
考
証
」
９
号
・1974. 2
）
❷
「
能
順
伝
資
料
・
そ
の
二
（
預
坊
時
代
・
前
）」（「
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
」
11
号
・1975. 1
）
❸
「
能
順
伝
資
料
・
そ
の
三
（
預
坊
時
代
・
後
）」（「
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
」
12
号
・1976. 1
）
❹
「
能
順
伝
資
料
・
そ
の
四　
宗
因
点
『
延
宝
五
年
仲
秋　
北
野
三
吟
連
歌
』」（「
近
世
文
芸
資
料
と
考
証
」
10
号
・1978. 2
）
39
④
「
加
能
連
歌
壇
史
藁
草
」（『
白
山
万
句
│
資
料
と
研
究
│
』）（
昭
和
60
・
白
山
本
宮
加
賀
一
ノ
宮
白
山
比
咩
神
社
）
⑤
「
資
料
紹
介 
能
順
時
代
人
の
連
歌
史
観
・
参
考
資
料
」（『
連
歌
研
究
の
展
開
』（
昭
和
60
・
勉
誠
社
）
❺
「
加
能
連
歌
壇
史
藁
草
・
そ
の
二
（
前
）
│
能
順
伝
資
料
・
そ
の
五
│
」（「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
11
号
・
昭
和
60
・
３
）
※ 
❺
末
尾
の
翻
刻
「
天
和
三
年
よ
り
能
順
発
句
書
留
」
は
、
❼
に
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
と
し
て
再
度
編
集
後
再
録
、
引
用
は
❼
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。
❻
「
加
能
連
歌
壇
史
藁
草
・
そ
の
二
（
中
）
│
能
順
伝
資
料
・
そ
の
八
│
」（「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
13
号
・
昭
和
62
・
3
）
❼
「
加
能
連
歌
壇
史
藁
草
・
そ
の
二
（
後
）
│
能
順
伝
資
料
・
そ
の
十
│
」（「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
15
号
・
平
成
元
・
3
）
※ 
❼
に
納
め
ら
れ
た
能
順
筆
「
お
ほ
ゑ
」
に
関
し
て
は
、
棚
町
氏
の
推
定
に
し
た
が
い
、
作
者
は
能
順
で
は
な
い
と
見
る
。
内
容
に
関
係
す
る
能
舜
の
没
年
も
棚
町
氏
に
従
い
寛
永
十
九
年
と
し
て
お
く
。
⑧
「
北
野
宮
仕
（
中
）
と
い
う
歌
学
専
門
職
集
団
の
組
織
と
運
営
の
実
態
（
資
料
編
）」（『
社
家
文
事
の
地
域
史
』（2005
・
思
文
閣
出
版
）
⑨
「
霊
元
院
と
能
順
」（「
小
松
天
満
宮
だ
よ
り
」
第
四
号
・1988. 4
）
【
綿
抜
豊
昭
氏
関
係
論
文
】
「
新
出
の
能
順
書
簡
に
つ
い
て
」（「
加
南
地
方
史
研
究
」
第
65
号
・
平
成
30
・
4
）
「
小
松
天
満
宮
連
歌
関
係
書
目
録
稿
」（「
連
歌
俳
諧
研
究
」
第
85
号
・1993
）
　
　
　
　
（
能
順
関
係
の
も
の
は
、
連
歌
集
に
収
録
さ
れ
る
も
の
以
外
は
省
略
と
の
由
）
『
小
松
天
満
宮
宝
物
館
竣
工
記
念
奉
納 
小
松
天
満
宮
と
能
順
』（2016
・
小
松
天
満
宮
社
務
所
）
『
越
中
の
連
歌
』（1992
・
桂
書
房
）
『
松
尾
芭
蕉
と
そ
の
門
流
│
加
賀
小
松
の
場
合
│
』（2008
・
筑
波
大
学
出
版
会
）
『
近
世
武
家
社
会
と
連
歌
』（2019
・
勉
誠
出
版
）
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【
そ
の
他
諸
氏
論
文
等
】
Ａ
桂
井
未
翁
「
能
順
遺
愛
の
連
歌
文
書
」（「
連
歌
と
俳
諧
」
第
二
巻
第
三
号
・
昭
和
12
・
8
）
Ｂ
宗
政
五
十
緒
「
連
歌
師
能
順
の
周
辺
│
『
近
世
畸
人
伝
』
私
記
│
」（「
あ
け
ぼ
の
」
７
巻
５
号
・1974
）
Ｃ
柳
瀬
万
里
「
能
順
と
小
松
天
満
宮
」（「
あ
け
ぼ
の
」
９
巻
５
号
・1976. 10
）
Ｄ
北
野
勝
次
「
小
松
に
於
け
る
能
順
」（「
加
南
地
方
史
研
究
」
48
号
・2001. 2
）
Ｅ
尾
崎
千
佳
「
能
順
と
宗
因
│
西
山
宗
因
全
集
発
刊
を
記
念
し
て
│
」（「
小
松
天
満
宮
だ
よ
り
」
第
21
号
・
平
成
17
・
8
）
Ｇ
竹
内
秀
雄
『
天
満
宮
』（
昭
和
43
・
吉
川
弘
文
館
）
Ｈ
島
津
忠
夫
『
宗
祇
の
顔
』（2011
・
和
泉
書
院
）
Ｉ
福
井
久
蔵
『
連
歌
の
史
的
研
究
前
編
』（
昭
和
五
・
成
美
堂
書
店
）
Ｊ　
同　
　
『
連
歌
の
史
的
研
究
後
編
』（
昭
和
六
・
成
美
堂
書
店
）
イ
井
本
農
一
「
宗
祇
肖
柏
宗
長
三
吟 
宗
祇
独
吟 
能
順
独
吟 
一
冊
」（「
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
」
２
・1983. 3
）
鉄　
小
林
健
二
「
鉄
心
斎
文
庫
総
目
録
稿
」（「
国
文
研
共
同
研
究
成
果
報
告
」・2019. 3
）
【
図
録
・
史
料
・
全
集
等
】
展
示
史
料
に
関
し
て
は
、
図
録
名
の
後
に
番
号
を
示
す
。
「
加
賀
前
田
家
と
北
野
天
満
宮
」（
令
和
元
年
度
秋
季
特
別
展
・2019
・
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
）
石
歴
展
「
北
野
天
満
宮 
信
仰
と
名
宝 
天
神
さ
ん
の
源
流
」（2019
・
京
都
文
化
博
物
館
）
京
文
展
『
北
野
社
家
日
記 
第
四
』（1973
・
続
群
書
類
従
完
成
会
）
社
家
四
『
北
野
社
家
日
記 
第
五
』（1973
・
続
群
書
類
従
完
成
会
）
社
家
五
『
北
野
社
家
日
記 
第
六
』（1973
・
続
群
書
類
従
完
成
会
）
社
家
六
『
北
野
天
満
宮
史
料 
宮
仕
記
録
』（1981
・
北
野
天
満
宮
史
料
刊
行
会
）  
宮
正
41
『
北
野
天
満
宮
史
料 
宮
仕
記
録 
続
一
』（1996
・
北
野
天
満
宮
史
料
刊
行
会
） 
宮
一
『
北
野
天
満
宮
史
料 
宮
仕
記
録 
続
二
』（1997
・
北
野
天
満
宮
史
料
刊
行
会
） 
宮
二
『
北
野
天
満
宮
史
料 
宮
仕
記
録 
続
三
』（1999
・
北
野
天
満
宮
史
料
刊
行
会
） 
宮
三
『
学
堂
記
録
下
書
』（
北
野
社
家
記
録
（
東
大
史
料
編
纂
所
写
真
帳 
請
求
記
号6112 ‒93
）
『
加
賀
藩
史
料
』（1981
・
清
文
堂
出
版
、
東
大
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録
）
加
藩
史
『
新
修
小
松
市
史 
資
料
編
７
』（2006
）
松
史
資
７
『
小
松
天
満
宮
誌
』（1982
・
小
松
天
満
宮
）
『
西
山
宗
因
全
集
』
第
四
巻
（2006
・
八
木
書
店
）
西
四
『
寛
永
廿
一
年
誹
諧
千
句
』（1962
・
西
日
本
国
語
国
文
学
会
翻
刻
双
書
刊
行
会
）　
寛
【
所
蔵
者
と
史
料
の
略
号
】
所
蔵
者
（
図
書
館
、
文
庫
等
）
及
び
、
そ
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
作
品
。
※
は
そ
の
右
の
所
蔵
者
に
か
か
る
所
蔵
品
で
あ
る
。
所
蔵
品
の
う
ち
頻
出
の
も
の
に
関
し
て
は
、
煩
瑣
を
避
け
る
た
め
略
号
を
使
用
し
そ
れ
を
示
す
。
ま
た
、
翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
翻
刻
論
文
を
示
し
た
。
　
富
山
市
立
図
書
館
山
田
孝
雄
文
庫
…
山
　
　
※
『
北
野
能
順
連
歌
并
連
歌
合
』
…
山
北
　
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
…
石
歴
　
金
沢
市
立
図
書
館
…
金
　
　
※
『
松
雲
公
最
終
遺
編
類
纂
』
…
金
松
雲　
④
❺
翻
刻
　
　
※
寛
文
四
年
五
月
吉
日
夢
想
連
歌
原
懐
紙
〈
六
九 
一
九
六
〉
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金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
…
史
　
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
藤
本
文
庫
…
史
（
藤
）
　
小
松
天
満
宮
…
小
　
　
※
『
快
全
・
能
順
等
百
韻
連
歌
集
』
…
快
能　
④
❺
❻
❼
翻
刻
　
　
※
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
…
書
留　
❼
翻
刻
　
　
※
『
能
順
・
快
全
・
歓
生
等
連
歌
書
留
』
…
能
快
歓
書
留　
❺
❻
❼
翻
刻
　
　
※
『
聯
玉
集
』
…
聯
　
　
※
『
新
梅
の
雫
』
翻
刻
『
新
修
小
松
市
史 
資
料
編
７ 
文
芸
』（
平
成
十
八
・
新
修
小
松
市
史
編
纂
委
員
会
）
　
北
野
天
満
宮
…
北
　
天
理
図
書
館
…
天
理
　
　
※
『
連
歌
集 
宗
養
等
百
韻
外
』（
れ4.2 ‒30
）
　
阪
大
含
翠
堂
（
土
橋
）
文
庫
…
阪
　
　
※
『
連
歌
集
』（
Ｈ
８
・
19
）
…
含
連
（
阪
）　
翻
刻
❻
　
早
大
伊
地
知
文
庫
…
早
　
鉄
心
斎
文
庫
…
鉄
　
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
所
蔵
高
松
宮
本
…
高
　
東
大
史
料
編
纂
所
北
野
光
乗
坊
文
書
…
光
年
譜
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
43
十
月
十
七
日 
能
舜
、
紹
巴
の
使
い
と
し
て
、
北
野
松
梅
院
禅
昌
・
禅
昭
を
呼
び
に
行
く
（
用
件
は
『
狭
衣
物
語
』
巻
二
の
書
写
依
頼
（
十
月
十
八
日
条
）
。（
社
家
四　
㊀
）
同
二
十
六
日 
禅
昌
、
狭
衣
の
本
を
能
舜
を
通
し
て
紹
巴
に
返
却
。（
社
家
四　
㊀
）
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
一
月
三
日 
北
野
に
て
裏
白
連
歌
あ
り
。
能
舜
出
座
（
一
句
）。
連
衆
は
、
禅
永
・
紹
巴
・
禅
興
・
昌
叱
・
禅
祐
・
禅
昌
・
禅
昭
・
玄
仍
・
恵
覚
・
宗
務
・
了
喜
・
景
敏
・
能
札
・
行
康
・
能
舜
。
発
句
「
う
ぐ
ひ
す
の
初
音
を
け
ふ
の
朝
戸
か
な
」。（
筑
波
大
北
野
11
）
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
某
日 
能
舜
、
懐
旧
百
韻
に
参
加
（
出
句
数
一
）。
連
衆
は
、
家
忠
・
紹
巴
・
昌
叱
・
政
盛
・
他
阿
・
玄
仍
・
覚
阿
・
景
敏
・
実
頼
・
為
舟
・
氏
長
・
弥
阿
・
能
札
・
能
舜
。
発
句
「
と
ふ
跡
は
春
も
み
し
か
し
草
の
原
」。（
国
会
連
歌
合
集
48
）
某
日 
能
舜
、
何
人
百
韻
に
参
加
（
出
句
数
一
）。
連
衆
は
、
家
忠
・
康
綱
・
紹
巴
・
昌
叱
・
玄
仍
・
信
嶺
・
底
相
・
宗
可
・
玄
仲
・
頼
純
・
資
久
・
宗
頓
・
能
舜
。
発
句
「
月
の
ゆ
く
興
中
川
や
あ
さ
氷
」。（
書
陵
部
501
－
240
）
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
九
月
四
日 
昌
叱
・
玄
仍
・
昌
琢
等
一
座
の
千
句
あ
り
。
能
舜
、
執
筆
で
出
座
（
十
の
百
韻
で
全
て
出
句
数
一
）。（
松
平
本
142
－
22
）
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慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
一
月
三
日 
北
野
に
て
裏
白
連
歌
あ
り
。
紹
巴
が
連
衆
を
選
ん
だ
た
め
、
宮
仕
四
人
が
連
衆
に
参
加
す
る
異
例
あ
り
。
紹
巴
、
連
歌
か
ら
の
帰
途
、
能
舜
の
所
に
立
寄
る
。（
社
家
五
）
一
月
二
十
八
日 
里
村
玄
仍
、
松
梅
院
禅
昌
に
、
宗
砌
の
北
野
会
所
連
歌
新
法
十
八
条
の
書
写
と
授
与
を
願
う
旨
、
能
舜
を
通
じ
申
し
入
れ
る
。
禅
昌
、
当
所
の
新
法
は
不
出
ゆ
え
、
能
舜
が
よ
そ
で
求
め
て
玄
仍
に
授
与
す
る
よ
う
に
指
示
す
る
。（
社
家
五
）
十
月
十
日 
松
梅
院
禅
昌
と
里
村
玄
仍
、
高
尾
の
紅
葉
見
物
に
出
か
け
る
。
帰
り
に
は
能
舜
に
よ
る
粥
振
舞
あ
り
。（
社
家
五
）
十
一
月
二
十
三
日 
連
歌
あ
り
、
能
舜
、
松
梅
院
禅
昌
へ
、
檀
那
方
の
要
望
を
と
り
も
つ
。（
社
家
五
）
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
五
月
二
十
二
日 
能
舜
宅
に
て
月
次
連
歌
あ
り
、
昌
叱
出
席
。（
社
家
五
）
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
一
月
二
十
七
日 
承
仕
能
舜
の
所
に
て
山
中
長
俊
連
歌
興
行
、
昌
叱
出
座
し
、
能
舜
を
折
檻
す
る
。（
社
家
六
）
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
八
月
十
二
日 
能
舜
、『
人マ
マ何
百
韻
』
に
出
座
。
連
衆
は
、
紹
由
・
宗
頓
・
了
倶
・
宗
安
・
慶
純
・
道
味
・
浄
和
・
需
尊
・
祐
甫
・
宗
通
・
住
円
・
宣
滋
・
玄
仲
・
心
也
・
能
札
・
能
舜
。
能
札
二
句
、
能
舜
六
句
出
座
。
発
句
「
月
み
よ
と
い
は
ぬ
や
ま
さ
る
萩
の
露
」。（
京
大
平
松
文
庫
（
７
－
シ
－
25
）
45
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
こ
の
年
以
前
三
月
十
五
日　
能
舜
に
よ
る
病
気
平
癒
の
祈
祷
連
歌
に
対
す
る
、
徳
川
秀
忠
か
ら
の
礼
状
あ
り
。（
北　
　
石
歴
展
41
）
↓
宝
永
元
年
十
月
十
四
日
（
宮
三
）
石
歴
展
資
料
解
説
は
、
秀
忠
礼
状
は
慶
長
五
年
以
降
、
十
一
年
以
前
に
出
さ
れ
た
と
推
定
。
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
八
月
二
十
五
日 
増
上
寺
の
住
持
存
応
（
普
光
観
智
国
師
）
が
、
徳
川
家
康
の
夢
想
連
歌
の
句
（「
植
え
お
き
し
竹
の
一
本
か
す
そ
ひ
て
／
茂
れ
る
松
の
夏
ふ
か
き
色
」）
を
能
舜
に
伝
え
る
。 
（
北　
 
石
歴
展
40
）
こ
の
句
は
、
能
舜
家
の
家
宝
と
し
て
蔵
さ
れ
た
後
、
能
順
に
よ
り
北
野
天
満
宮
に
寄
付
さ
れ
た
。
↓
宝
永
元
年
十
月
十
四
日
（
宮
三
）
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
十
一
月
六
日 
中
老
能
作
、
宮
仕
次
第
を
書
付
け
、
松
梅
院
禅
昌
に
提
出
。
能
舜
の
名
あ
り
。（
社
家
六
）
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
十
一
月
二
十
六
日 
前
田
利
常
と
子
ら
の
句
を
初
折
表
に
置
く
賦
何
人
連
歌
あ
り
、
発
句
「
春
近
き
栄
え
や
梅
の
花
の
宿
」（
前
田
利マ
マ長
）、
脇
前
田
利
光
（
利
常
）。（
史
（『
連
歌
問
答
記
』）
）
※
綿
抜
氏
に
こ
の
連
歌
（
第
九
句
か
ら
第
九
十
八
句
ま
で
略
さ
れ
て
い
る
）
が
翌
年
六
月
十
六
日
の
賦
何
路
連
歌
と
同
形
式
で
あ
れ
ば
、
能
舜
が
十
句
目
に
出
座
し
、
主
と
な
っ
て
巻
い
た
祈
祷
連
歌
か
と
の
推
定
が
あ
り
、
能
舜
と
前
田
家
の
つ
な
が
り
が
読
み
取
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
、
発
句
作
者
利
長
（
慶
長
十
九
年
没
）
は
誤
り
で
張
行
年
月
日
は
正
し
い
と
見
る
。
46
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
六
月
十
六
日　
　
　
前
田
利
常
と
正
室
天
徳
院
、
利
常
子
ら
の
句
を
初
折
表
に
置
く
、
北
野
宮
仕
ら
が
参
加
し
た
賦
何
路
連
歌
あ
り
、
発
句
「
涼
し
さ
の
心
の
松
や
千
世
の
陰
」（
御
上
（
天
徳
院
）
、
脇
前
田
利
光
（
利
常
）、
能
舜
十
句
目
に
出
座
、
十
一
句
出
詠
。（
金
松
雲　
④　
）
六
月
二
十
九
日 
能
舜
あ
て
前
田
利
光
（
利
常
）
書
簡
あ
り
、
能
舜
が
利
常
の
妻
の
病
気
平
癒
の
祈
祷
を
な
し
た
こ
と
の
礼
を
述
べ
る
。
（
元
和
八
年
六
月
廿
九
日
付
前
田
利
光
（
利
常
）
書
簡
（
小
松
天
満
宮
蔵
）
❼
石
歴
展
44
）
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
四
月
十
二
日 
能
舜
、
玄
仲
興
行
の
紹
巴
二
十
五
回
忌
懐
旧
連
歌
に
参
加
し
、
八
句
を
詠
む
。
連
衆
は
、
玄
仲
・
玄
的
・
玄
陳
・
昌
俔
・
慶
純
・
宗
順
・
了
俱
・
友
継
・
能
舜
・
吉
真
・
宣
滋
・
能
吉
（
一
句
出
座
）。
発
句
「
花
や
あ
は
れ
な
き
か
こ
と
葉
の
な
と
り
草
」。（
太
宰
府
天
満
宮
小
鳥
居
家
本
（
小
連
72
）
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
能
順
一
歳
（
数
え
年
）
三
月
二
十
七
日
か 
誕
生
。
元
禄
十
年
三
月
二
十
七
日
に
七
十
賀
の
催
し
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
月
二
十
七
日
も
し
く
は
そ
の
前
後
の
月
日
の
生
ま
れ
か
。（
）
北
野
宮
仕
の
上
大
路
家
出
身
。
祖
父
能
重
、
父
能
舜
の
四
男
。
能
順
の
幼
名
竜
千
代
丸
（
Ｇ
Ｉ
）。
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
） 
十
二
歳
一
月
一
日
〜
二
十
八
日　
能
舜
、
独
吟
千
句
を
な
す
。
第
一
百
韻
発
句
「
世
に
あ
ふ
く
星
か
梅
咲
今
朝
の
松
」。（
小　
）
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寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
） 
十
三
歳
 
能
舜
は
五
十
年
忌
、
六
十
年
忌
か
ら
逆
算
す
る
と
こ
の
年
に
死
去
だ
が
、
❼
の
寛
永
十
九
年
春
ま
で
生
存
説
に
従
う
。
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
） 
十
四
歳
二
月
八
日 
永
禄
十
年
正
月
十
四
日
に
定
め
た
衆
中
法
式
に
対
す
る
起
請
文
の
新
規
の
連
判
中
に
能
順
名
あ
り
。（
宮
正
）
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
） 
十
五
歳
春 
能
舜
、
病
の
床
に
臥
し
死
す
。（「
お
ほ
ゑ
」（
小
）
❼
）
寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
） 
十
七
歳
六
月
十
六
日
〜
十
八
日　
能
順
、『
誹
諧
千
句
』
に
出
詠
。
連
衆
は
松
江
重
頼
、
梅
盛
、
重
貞
、
重
供
、
重
方
、
宗
鍾
、
意
敬
、
長
好
、
久
重
、
道
二
、
貞
義
、
安
利
、
正
長
、
能
利
、
能
順
。
能
順
は
す
べ
て
の
百
韻
に
一
句
の
み
の
出
詠
、
執
筆
。（
寛　
）
正
保
二
年
（
一
六
四
六
） 
十
九
歳
四
月
二
十
四
日 
北
野
天
満
宮
で
寄
合
あ
り
（
能
順
の
記
名
に
点
か
か
ら
ず
、
欠
席
か
）。（
宮
正
）
正
保
三
年
（
一
六
四
七
） 
二
十
歳
二
〜
三
月 
能
曷
・
能
利
兄
弟
が
自
宅
で
会
席
料
を
定
め
て
俳
諧
万
句
を
な
し
た
た
め
、
衆
中
よ
り
非
難
、
能
利
は
俳
諧
を
停
止
し
衆
中
と
和
合
し
、
能
曷
は
停
止
し
な
か
っ
た
た
め
、
衆
中
勘
当
、
後
に
両
者
共
詫
び
を
入
れ
、
起
請
文
を
も
っ
て
和
合
。（
宮
正
）
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三
月
二
十
六
日 
能
曷
の
俳
諧
の
件
で
老
若
会
合
の
際
、
能
茂
・
能
令
・
能
利
・
能
順
・
能
拝
は
、
能
曷
の
兄
弟
ゆ
え
、
在
世
の
間
能
曷
と
一
言
も
口
を
き
か
な
い
と
い
う
勘
当
状
を
衆
中
に
渡
す
。（
宮
正
）
※
能
順
に
は
、
兄
能
茂
・
能
曷
・
舜
能
、
弟
能
拝
が
い
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
記
録
か
ら
は
能
曷
と
能
利
・
能
令
も
兄
弟
と
し
て
名
が
あ
が
る
。『
沙
汰
承
仕
家
系
同
別
家
之
図
』（
北
野
天
満
宮
蔵 
石
歴
展
77
）
で
は
、
能
利
は
舜
能
の
子
と
し
て
名
が
あ
り
、
能
令
は
見
え
な
い
。
ま
た
、
貞
享
五
年
二
月
二
十
二
日
付
『
衆
中
親
子
書
』
で
、「
能
利
俊ママ
能
子
」（
宮
一
）、
元
禄
四
年
三
月
二
十
二
日
の
『
衆
中
名
次
第
』
で
も
、「
能
利
舜
能
子
」（
宮
一
）
で
あ
る
。
能
令
は
両
書
に
も
名
は
見
え
ず
、
近
い
と
こ
ろ
で
は
慶
安
三
年
八
月
十
九
日
条
に
名
が
見
え
る
が
、
係
累
に
つ
い
て
は
情
報
が
な
い
。
能
利
は
寛
永
十
八
年
二
月
八
日
の
起
請
文
に
能
曷
、
能
茂
、
能
順
と
共
に
名
が
見
え
、
寛
永
二
十
一
年
六
月
の
『
俳
諧
千
句
』
に
も
名
が
見
え
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
第
一
巻
の
脇
句
一
句
の
み
の
出
詠
で
あ
る
。
そ
の
他
、
能
利
は
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
四
月
末
の
宮
仕
記
録
に
能
順
、
常
久
と
共
に
名
が
見
え
、
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
見
え
る
。『
衆
中
親
子
書
』
に
見
え
る
舜
能
子
能
利
と
別
に
、
能
利
を
名
乗
る
能
順
の
兄
弟
が
い
た
か
、
後
考
を
俟
つ
。
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
） 
二
十
三
歳
五
月
下
旬 
『
頭
書
伊
勢
物
語
』
を
記
す
。（
鉄
『
能
順
筆
頭
書
注
釈
書
草
稿
本
』
自
筆
草
稿
本
（
98
－
113
）（
鉄
）
図
録
７
－
14
写
真
）
八
月
十
九
日 
年
預
頭
の
能
典
よ
り
、
宮
仕
た
ち
に
呼
び
込
み
に
つ
い
て
指
示
あ
り
。（
宮
正
）
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
） 
二
十
四
歳
四
月
五
日 
将
軍
（
徳
川
家
光
）
平
癒
祈
祷
の
万
句
、
松
梅
院
に
て
あ
り
。
預
法
橋
能
円
が
、
目
代
よ
り
先
に
出
詠
。（
宮
正
）
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慶
安
五
年
（
一
六
五
二
） 
二
十
五
歳
二
月
二
十
五
日 
天
神
七
百
五
十
年
忌
連
歌
あ
り
（
万
句
の
う
ち
の
百
韻
）。
発
句
は
良
尚
法
親
王
（
能
円
の
代
作
）
で
「
咲
華
も
天
満
神
の
光
哉
」。
連
衆
は
北
野
宮
仕
。
能
順
一
句
出
座
。（
北 
宮
正
）
五
月
十
二
日 
後
水
尾
院
が
連
歌
を
興
行
し
、
能
円
に
関
し
て
、
若
い
頃
か
ら
の
紹
巴
の
弟
子
で
、
和
歌
連
歌
学
問
に
堪
能
と
賞
賛
す
る
。（
宮
正
）
※
能
円
は
、
例
え
ば
慶
長
三
年
六
月
五
日
張
行
の
紹
巴
・
昌
叱
ら
の
百
韻
や
、
同
年
七
月
二
十
九
日
張
行
の
昌
叱
ら
の
百
韻
（
能
札
八
句
、
能
舜
七
句
出
詠
）
で
、
一
句
の
み
出
詠
し
、
文
禄
か
ら
慶
長
の
初
め
頃
、
能
舜
が
な
し
て
い
た
執
筆
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
能
円
の
連
歌
学
習
歴
は
か
つ
て
の
能
舜
と
同
じ
道
筋
を
た
ど
る
形
で
あ
っ
た
ろ
う
。
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
） 
二
十
九
歳
二
月
二
十
五
日 
賦
何
路
百
韻
が
張
行
さ
れ
る
。「
天
満
宮
御
建
立　
御
宮
ノ
時
」
発
句
は
前
田
利
常
「
う
つ
し
植
て
花
も
は
し
め
の
宮
ゐ
哉
」、
能
順
第
六
句
に
出
座
。（
史
『
連
歌
問
答
記
』
）
八
月 
前
田
利
常
よ
り
小
松
天
満
宮
初
代
別
当
に
任
じ
ら
れ
る
。
九
月
二
十
五
日 
賦
玉
何
連
歌
が
張
行
さ
れ
る
。
発
句
は
前
田
利
常
「
松
に
菊
千
年
か
さ
な
る
家
居
哉
」、
能
順
第
六
句
に
出
座
。（
小　
Ｄ
❺　
④
ａ
石
歴
展
（
68
）
）
十
一
月
十
四
日 
前
田
利
常
よ
り
能
順
に
知
行
百
石
を
付
す
。（『
知
行
所
付
』（
小
）
Ｄ　
石
歴
展
82
）
秋 
こ
の
年
の
秋
の
詠
か
、「
加
州
へ
始
て
く
た
り
し
時
／
朝
霧
や
へ
た
て
ゝ
も
又
越
の
う
み
」
あ
り
（
聯
玉
集
544　
Ｄ
）。
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
） 
三
十
歳
二
月
十
五
日 
小
松
郊
外
の
梯
の
天
満
宮
、
造
成
な
る
。（
菅
家
見
聞
集
・
三
壷
記
・
金
沢
古
蹟
志
）
加
藩
史
）
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二
月
二
十
四
日 
小
松
天
満
宮
遷
宮
。（
）
八
月
二
十
五
日 
小
松
郊
外
梯
天
満
宮
に
お
い
て
、
社
頭
始
の
月
次
連
歌
を
行
う
。
賦
何
田
連
歌
、
執
筆
北
野
能
親
、
発
句
前
田
利
常
「
千
世
の
秋
神
や
告
け
ん
松
の
声
」、
能
順
第
六
句
目
出
座
。（
菅
家
見
聞
集
（
加
藩
史
）（
小　
Ｄ
④
（
金
松
雲
）
❺
）
万
治
元
年
（
一
六
五
八
） 
三
十
一
歳
十
月
十
二
日 
前
田
利
常
死
去
、
能
順
、
追
悼
連
歌
の
発
句
を
な
す
。「
黄
門
利
常
卿
薨
し
給
ひ
し
時
／
落
葉
し
て
下
に
か
く
れ
ぬ
嘆
哉
」（
聯
858　
）
万
治
二
年
（
一
六
五
九
） 
三
十
二
歳
九
月
十
九
日 
能
順
、
江
守
是
屑
興
行
の
薄
何
連
歌
に
参
加
す
る
。
連
衆
は
昌
程
、
昌
陸
、
守
治
、
値
存
、
城
湖
、
正
長
、
正
的
、
有
木
、
元
流
、
右
勃
、
能
順
。
発
句
「
雪
を
き
て
白
山
の
名
や
秋
の
月
」（
昌
程
）。
能
順
は
第
五
句
に
出
座
。（
向
島
秀
一
氏
所
蔵
連
歌
集
）
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
） 
三
十
三
歳
十
月 
永
原
孝
治
の
悼
の
発
句
を
な
す
。「
晨
明
の
影
は
む
な
し
き
し
く
れ
哉
」（
聯
854
）
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寛
文
元
年
（
一
六
六
一
） 
三
十
四
歳　
年
預
（
組
子
）
を
つ
と
め
る
。（
❶
）
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
） 
三
十
七
歳
五
月
吉
日 
夢
想
之
連
歌
に
出
座
。
夢
想
の
句
「
梅
は
い
つ
く
そ
香
は
も
と
め
け
り
」、
発
句
「
陰
ふ
か
く
千
年
の
春
の
宿
の
松
」
（
元
林
）、
能
順
第
三
出
座
。（
金　
④
❺
）
閏
五
月
二
十
七
日 
こ
の
日
、
他
行
の
者
と
し
て
能
順
の
記
載
あ
り
。（
宮
正
）
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
） 
四
十
歳　
年
預
（
組
子
）
を
つ
と
め
る
。（
❶
）
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
） 
四
十
二
歳
一
月
吉
日 
夢
想
之
連
歌
に
出
座
。
発
句
「
玉
松
も
お
ら
ん
は
か
た
の
心
く
さ
」、
能
順
は
第
三
に
出
座
。（
小
）
快
能　
❺
④
）
一
月
十
五
日 
能
順
、
神
人
の
事
に
つ
き
、
一
乗
寺
へ
能
貨
・
随
珎
・
能
玉
・
能
東
と
参
上
す
る
。（
宮
正
）
一
月
十
九
日 
能
順
、
能
覚
・
能
通
・
随
珎
と
徳
勝
院
禅
嘉
の
も
と
に
参
上
す
る
。（
宮
正
）
一
月
二
十
四
日 
宮
に
つ
い
て
二
月
四
日
と
決
ま
り
、
宮
仕
か
ら
は
立
願
の
千
句
連
歌
を
申
す
。（
宮
主
）
一
月
二
十
六
日 
宮
に
つ
い
て
能
貨
・
能
順
が
友
世
の
所
に
参
上
す
る
。（
宮
正
）
二
月
二
十
八
日 
宮
仕
に
よ
る
立
願
千
句
あ
り
。（
宮
正
）
閏
十
月
二
十
八
日 
宮
仕
に
よ
る
内
々
の
祈
祷
千
句
あ
り
。（
宮
正
）
十
一
月
二
十
四
日 
先
月
二
十
八
日
の
千
句
の
清
書
完
成
、
神
前
に
備
え
、
宮
前
の
立
願
を
終
え
る
。
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寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
） 
四
十
四
歳
一
月 
夢
想
之
連
歌
、
発
句
「
雪
は
け
に
な
か
ら
の
山
の
光
哉
」、
能
順
第
六
句
に
出
座
。（
小　
p25
④
）
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
） 
四
十
八
歳
四
月
二
十
日 
江
守
是
屑
の
追
善
独
吟
百
韻
を
な
す
。
発
句
「
し
る
人
の
な
き
や
忍
音
ほ
と
ゝ
き
す
」（『
聯
玉
集
』
369
）、
伝
本
は
、
快
能
（
小 
❻
、
p25
）、「
是
屑
懐
旧
百
韻
」（
小 
p29
）　
史
（
藤
）
等
。
某
日 
友
雪
・
重
幸
・
能
順
の
「
懐
旧
百
韻
連
歌
」
あ
り
。
こ
の
連
歌
に
は
連
歌
師
昌
程
・
昌
隠
・
昌
悦
・
打
雨
・
能
通
・
随
珍
・
正
的
・
宗
因
に
よ
る
点
が
あ
る
。（『
北
野
連
歌
』（
小
）
）
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
） 
四
十
九
歳
一
月
一
日 
賦
山
何
連
歌
に
出
詠
。
発
句
「
事
な
し
に
年
や
越
来
て
今
日
の
春
」（
預
法
橋
能
由
）。
連
衆
は
、
能
由
・
能
把
・
能
勢
・
能
育
・
能
在
・
能
覚
・
能
曷
・
能
海
・
能
順
ら
北
野
宮
仕
。（
光
491
）
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
） 
五
十
歳
八
月 
北
野
に
お
い
て
能
通
、
随
珍
と
三
吟
の
何
路
百
韻
を
催
す
。
発
句
能
順
「
荻
の
声
い
づ
ち
行
ら
ん
今
朝
の
露
」。
西
山
宗
因
が
批
点
、
浅
井
政
右
が
正
供
宛
注
を
な
し
て
い
る
小
松
天
満
宮
本
（『
延
宝
五
年
仲
秋 
於
北
野
三
吟
連
歌
』
Ａ
（『
西
山
宗
因
全
集
』
第
四
巻
）
が
あ
る
。（
小　
❹
❻  
Ｅ  
西
四
、
史
（
藤
）
（
聯
玉
集
593
）
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
） 
五
十
一
歳
八
月 
百
韻
あ
り
。（
発
句
浅
井
政
右
「
高
き
名
は
思
は
し
恠
し
秋
の
月
」、
連
衆
は
政
右
、
元
流
、
能
順
、
円
助
。
能
順
第
三
53
出
座
。（
小　
快
能　
④
❼　
）
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
） 
五
十
二
歳
春 
板
津
検
校
正
的
（
延
宝
七
年
没
）
の
死
に
際
し
て
発
句
を
詠
む
。「
板
津
検
校
正
的
の
悼
に
／
お
し
む
へ
き
春
を
お
く
ら
す
別
哉
」（
聯
282
）
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
） 
五
十
三
歳
二
月
十
四
日 
横
井
玄
位
等
千
句
に
て
、
能
順
第
十
百
韻
発
句
「
春
秋
の
梢
や
埋
む
今
朝
の
雪
」
の
み
出
座
。（
小　
④
p22
）
三
月 
北
野
に
て
能
通
、
随
珍
と
三
吟
で
、
四
百
韻
を
な
し
、
能
順
、
第
一
と
第
三
百
韻
の
発
句
を
詠
む
。
第
一
百
韻
発
句
「
遅
桜
う
れ
し
き
春
の
名
残
哉
」（
能
順
）（
聯
玉
集
269
）、
第
二
百
韻
発
句
「
し
た
は
る
ゝ
春
の
と
ま
り
は
こ
ゝ
ろ
か
な
」（
随
珍
）、
第
三
百
韻
発
句
「
花
に
月
光
を
ち
ら
す
木
の
間
哉
」（
能
順
）、
第
四
百
韻
発
句
「
花
に
影
月
に
色
あ
る
夕
か
な
」（
能
東
）。 （
含
連
（
阪
）
❻　
小
　
史
（
藤
） 
三
月
か 
北
野
に
て
『
能
通
・
随
珍
・
能
順
三
吟
百
韻
』（
発
句
「
朝
夕
に
う
つ
る
こ
ゝ
ろ
や
花
さ
か
り
」（
能
通
）
、
能
順
第
三
出
座
。
西
山
宗
因
が
批
点
を
な
し
て
い
る
小
松
天
満
宮
本
『
連
歌
点　
延
宝
八
年　
北
野
点
取
』
が
あ
る
。（
小　
Ｅ　
西
四　
含
連
（
阪
）
❻  
史
（
藤
）　
右
の
四
百
韻
と
同
時
期
か
。
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
） 
五
十
四
歳
一
月
十
九
日 
能
順
、
政
右
、
能
通
、
能
珍
、
能
拝
、
能
東
、
能
二
と
『
三
六
番
前
句
附
連
歌
合
』
を
行
う
。（『
三
六
番
前
句
附
連
哥
合
』（
阪
）
❻
、
山
北
）
夏 
西
小
路
能
養
の
家
が
修
理
を
加
え
ら
れ
、
連
歌
稽
古
と
神
歌
儒
の
学
問
所
と
な
る
。（『
学
堂
記
録
下
書
』
❶
⑧
Ｇ
）
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九
月
十
日 
直
忠
家
二
見
潟
文
台
開
の
『
何
木
百
韻
』
に
て
、
能
順
発
句
「
影
う
す
（
マ
マ
）す
月
や
玉
連
二
見
潟
」
を
な
す
。（
快
能
④　
小
p26　
史
（
藤
）
史
（
藤
）
の
発
句
は
「
影
う
つ
す
月
や
玉
匣
二
見
潟
」。「
影
う
つ
す
月
は
玉
く
し
け
二
見
潟
」。
（
聯
645
）
天
和
三
年
（
一
六
八
三
） 
五
十
六
歳
一
月 
能
順
、
浅
井
政
右
と
両
吟
百
韻
を
な
す
。
発
句
「
解
初
て
水
に
ま
か
す
る
氷
哉
」（
右
（
政
右
）
（
小
p25
）
三
月 
延
宝
九
年
に
買
い
取
っ
た
西
小
路
能
養
の
家
を
学
堂
と
定
め
る
事
を
周
知
。（『
学
堂
記
録
下
書
』
❶
⑧
Ｇ
）
五
月
二
十
七
日 
預
法
橋
能
在
の
学
堂
月
次
会
始
発
句
「
こ
と
の
は
に
茂
れ
神
松
世
々
の
陰
」。（『
学
堂
記
録
下
書
』
❶
⑧
Ｇ
）
能
在
発
句
を
代
作
と
能
順
記
す
。「
学
堂
月
次
始 
法
橋
能
在
坊
作
代
／
神
松
の
言
葉
茂
れ
世
々
の
陰
」。（『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』（
小
）
❼
（
６
）
「
連
歌
会
・
歌
儒
講
尺
之
日
限
并
法
度
之
条
々
」
を
規
定
。（『
学
堂
記
録
下
書
』　
❶
Ｇ
）
閏
五
月
三
日 
学
堂
の
稽
古
月
次
会
始
。
能
順
、
加
州
よ
り
上
京
し
、
学
堂
月
次
会
の
宗
匠
を
つ
と
め
る
。
能
順
、
九
月
ま
で
月
次
連
歌
の
宗
匠
を
つ
と
め
、
十
月
か
ら
毎
月
三
日
は
能
通
、
十
七
日
能
拝
、
二
十
三
日
随
栄
が
つ
と
め
る
。
そ
の
他
細
則
を
定
め
る
。（『
学
堂
記
録
下
書
』
⑧
❶
Ｇ
）
閏
五
月 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
７
〜
12
あ
り
。
❼
 
「
西
本
願
寺
下
勝
満
寺
行
誓
興
行
／
夕
露
の
蛍
に
そ
よ
く
草
葉
哉
」（
７　
聯
403
「
草
葉
に
戦
く
ほ
た
る
哉
」）
 
「
桔
梗
屋
七
左
衛
門
正
信
興
行
／
壬
五
月
／
雨
長
し
今
年
ま
れ
な
る
五
月
哉
」（
８　
聯
387
「
こ
と
し
更
な
る
」）
 
「
大
森
三
郎
兵
衛
好
治
興
行
／
風
露
の
色
に
も
竹
の
若
葉
哉
」（
９
）
 
「
石
河
正
謙
興
行
／
平
岡
之
山
庄 
於
更
幽
軒
／
郭
公
山
か
す
か
な
る
行
ゑ
哉
」（
10
）
 
「
有
馬
凉
及
興
行
／
陰
涼
し
さ
そ
仙
人
の
宿
の
松
」（
11
）
 
「
石
河
正
謙　
北
野
之
家
ニ
而
／
興
行
／
松
風
や
聞
渡
る
さ
へ
下
凉
み
」（
12
）
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六
月
七
日 
浅
井
政
右
妻
女
の
悼
の
発
句
を
な
す
。「
浅
井
源
右
衛
門
政
右
妻
女
ノ
悼
／
床
夏
の
契
も
露
の
う
き
世
哉
」（
13
）
秋 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
14
〜
19
あ
り
。
❼
 
「
菱
屋
庄
兵
衛
重
直
興
行
／
栽
残
す
木
の
間
は
月
の
砌
哉
」（
14
）
 
「
桔
梗
屋
六
右
衛
門
正
治
興
行
／
岡
崎
之
家
ニ
而
／
山
里
や
お
も
ふ
に
よ
ら
は
秋
の
月
」（
15
）
 
「
菊
屋
理
右
衛
門
直
之
興
行
／
当
春
家
作
リ
タ
ル
ニ
／
紅
葉
に
も
心
見
え
け
り
家
桜
」（
16　
聯
757
）
 
「
能
作
家
之
床
ノ
内
ニ
狩
野
縫
殿
助
／
松
梅
を
ゑ
か
け
る
時 
発
句
所
望
し
／
け
れ
は
／
う
つ
し
絵
は
お
も
ふ
色
そ
ふ
梢
哉
」（
17
）
 
「
玉
泉
寺
其
阿
母
ノ
悼
ニ
京
ヨ
リ
／
哀
い
か
に
お
も
ふ
袖
さ
へ
野
へ
の
露
」（
18
）
 
「
梢
に
色
鳥
あ
つ
ま
り
た
る
を
み
て
／
色
鳥
の
色
を
あ
ら
そ
ふ
木
の
実
哉
」（
19
）
十
月 
能
順
、
加
賀
に
向
か
う
。（『
宮
仕
記
録
下
書
』
❶
⑧
）
冬 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
１
〜
５
あ
り
。
❼
 
「
妙
心
寺 
龍
海
餞
別
之
詩
韻
之
／
和 
盟
字
／
め
く
り
あ
は
ん
盟
り
や
時
雨
松
の
風
」（
１
）
 
「
加
州
に
下
リ
テ
／
由
比
孫
兵
衛
正
及
妻
女
悼
／
風
さ
む
し
い
か
に
む
な
し
き
夜
半
の
床
」（
２
）
 
「
本
多
安
房
守
政
長
興
行
／
松
の
風
い
く
夜
つ
も
り
て
今
朝
の
雪
」（
３　
聯
899
「
松
風
の
し
く
れ
て
つ
も
る
」）
 
「
今
枝
内
記
直
方
興
行
／
月
清
し
あ
ま
る
光
や
玉
霰
」（
４
）
 
「
浅
井
源
右
衛
門
政
右
宅
ニ
而 
直
忠
・
正
供
四
吟
／
降
に
き
と
告
し
や
か
く
て
宿
の
雪
」（
５　
聯
925
）
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
） 
五
十
七
歳
二
月
二
十
四
日 
二
月
二
十
五
日
法
楽
の
た
め
に
、
本
日
学
堂
に
お
い
て
連
歌
あ
り
。
預
法
橋
能
在
発
句
、
衆
中
残
ら
ず
出
座
。
今
後
の
恒
例
と
す
る
（「
此
会
毎
歳
為
今
日
恒
例　
永
々
可
被
相
勤
者
也
」）。（『
学
堂
記
録
下
書
』　
❶
Ｇ
）
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六
月
十
二
日 
岩
崎
和
泉
守
、
二
月
二
十
四
日
に
学
堂
に
て
行
う
、
二
月
二
十
五
日
法
楽
連
歌
の
会
料
と
し
て
、
金
子
二
両
寄
進
（
貸
付
利
子
を
会
の
運
営
に
あ
て
る
）。（
宮
正　
❶
Ｇ
）
九
月
十
九
日 
長
子
教
順
（
養
子
…
綿
抜
）
に
お
く
れ
て
哀
傷
の
独
吟
百
韻
を
詠
む
。
発
句
「
し
た
は
し
よ
残
る
そ
恨
老
の
秋
」。
（
聯
玉
集
816
「
教
順
か
悼
に
」「
し
の
は
し
よ
」）（
　
能
快
歓
書
留
（
小
）
❻
p28
、　
快
能
（
小
） 
p25
）
能
快
歓
書
留
（
小
）　
❻
、　
快
能
（
小
）
❻
、
）
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）　
五
十
八
歳
二
月
二
十
日 
二
月
二
十
四
日
の
学
堂
連
歌
の
触
状
を
神
前
に
置
く
。
預
能
在
発
句
。
毎
年
恒
例
の
法
楽
。（「
此
法
楽
毎
年
懈
怠
有
間
敷
者
也
」）（
宮
正　
❶
Ｇ
）
二
月
二
十
二
日 
後
西
院
崩
御
。
二
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
、
ま
た
明
日
の
学
堂
の
法
楽
連
歌
、
後
西
院
崩
御
に
よ
り
延
期
。
三
月
二
十
三
日 
学
堂
看
板
が
作
成
さ
れ
る
。
後
西
院
崩
御
か
ら
三
十
日
た
ち
、
今
日
よ
り
学
堂
の
連
歌
始
、
連
歌
月
次
の
会
あ
り
。
（
宮
正　
❶
Ｇ
）
三
月
二
十
四
日 
延
期
と
さ
れ
た
二
月
二
十
四
日
法
楽
連
歌
、
本
日
あ
り
。（
宮
正
）
六
月
七
日 
能
順
、
小
松
天
神
社
の
由
来
書
と
宝
物
目
録
を
寺
社
奉
行
に
提
出
。（
史
『
寺
社
由
来
』（16.61 ‒425
））
八
月
四
日 
連
歌
あ
り
。（
宮
正
）
九
月
二
十
二
日
〜 
能
順
、
山
代
千
句
に
出
座
。
浅
井
政
右
の
興
行
、
第
一
・
第
七
百
韻
発
句
能
順
。
連
衆
は
能
順
、
竹
田
五
郎
左
衛
門
忠
十
月
四
日 
張
、
前
田
清
八
直
忠
、
浅
井
源
右
衛
門
政
右
、
浅
井
源
太
以
政
、
半
田
治
大
夫
正
好
、
口
之
内
可
春
元
習
。（
小
）
57
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
） 
五
十
九
歳　
年
寄
と
な
る
。（
❶
）
一
月
十
三
日 
学
堂
に
て
、
能
貨
、
源
氏
物
語
の
講
釈
を
開
始
す
る
。（
宮
正　
❶
）
一
月
十
七
日 
学
堂
月
次
始
あ
り
。（
宮
正　
❶
Ｇ
）
二
月
十
五
日 
奥
田
仁
左
衛
門
、
二
月
二
十
五
日
の
法
楽
連
歌
の
会
料
と
し
て
、
金
子
二
両
を
寄
進
。（
宮
正　
❶
）
二
月
二
十
四
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
正
）
三
月
四
日 
学
堂
月
次
連
歌
、
宗
匠
能
拝
で
開
催
（
宗
匠
能
通
病
気
の
た
め
）。（
宮
正　
❶
）
三
月
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
、
宗
匠
能
東
で
開
催
（
宗
匠
能
通
病
気
の
た
め
）。（
宮
正　
❶
）
三
月
十
七
日 
能
通
病
気
に
つ
き
、
学
堂
の
連
歌
延
期
。（
宮
正
）
三
月
二
十
八
日 
学
堂
月
次
連
歌
宗
匠
能
通
死
去
。（
宮
正　
❶
）
三
月 
能
順
、
今
枝
直
方
の
命
に
よ
り
『
角
田
川
』
書
写
（
外
題
浅
井
政
右
）。（
小　
2019
年
3
月
3
日
の
小
松
天
満
宮
ブ
ロ
グ
に
よ
る
）
四
月
二
十
一
日 
衆
中
の
居
宅
の
書
付
を
松
梅
院
へ
渡
す
。
能
順
、
右
近
馬
場
東
側
に
あ
る
家
を
所
有
。「
同
（
稿
者
注
、
右
近
馬
場
東
側
一
）、
家
一
軒
裏
長
屋
一
軒　
能
順
」（
宮
正
）
六
月
頃 
能
順
、
加
州
よ
り
上
京
か
。（
❶
）
六
月
十
二
日 
土
佐
常
昭
へ
見
回
り
。（
宮
正　
）
六
月
十
三
日 
北
野
学
堂
に
て
前
句
付
を
始
め
る
こ
と
、
ま
た
勝
っ
た
回
数
の
多
い
者
が
翌
年
の
二
月
二
十
五
日
の
連
歌
の
脇
句
を
務
め
る
旨
を
周
知
。（
宮
二　
）
六
月
十
七
日 
能
順
ら
年
預
衆
、
随
吟
坊
宅
で
土
佐
常
昭
の
振
舞
を
世
話
す
る
。（
宮
正
）
六
月
十
九
日 
学
堂
連
歌
の
会
。
万
句
に
至
り
竟
宴
。
夜
、
学
堂
勤
学
之
定
書
を
相
談
。「
連
歌
宗
匠
能
順
坊
・
能
拝
・
能
東
、
歌
書
、
源
氏
物
語
能
貨
坊
」（
宮
正　
⑧
Ｇ
）
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六
月
二
十
六
日 
北
野
学
堂
に
て
前
句
付
開
始
。
点
者
能
順
。（
宮
正　
❶
）
八
月
四
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。
八
月
十
五
日 
八
嶋
に
て
能
順
の
年
寄
就
任
祝
の
酒
肴
を
出
す
。
十
月
末
に
加
州
下
向
の
た
め
今
日
に
変
更
。（
宮
正　
❶
）
九
月
十
六
日 
学
堂
勤
学
之
定
書
を
衆
中
に
申
し
渡
す
。（
宮
正　
❶
Ｇ
）
十
一
月
六
日 
初
雪
の
会
あ
り
、
当
人
能
東
。
学
堂
連
歌
の
会
延
期
、
宗
匠
能
拝
。（
宮
正　
❶
）
十
二
月
六
日 
学
堂
連
歌
の
会
、
能
範
子
死
去
に
よ
り
延
期
。（
宮
正　
Ｇ
（
た
だ
し
十
一
月
六
日
と
誤
る
）
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
） 
六
十
歳
一
月
六
日　
　
　
　
学
堂
月
次
の
会
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
一
月
十
日 
学
堂
前
句
付
、
発
句
脇
第
三
ま
で
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
一
月
二
十
二
日 
将
軍
徳
川
綱
吉
の
厄
年
祈
祷
の
千
句
連
歌
開
始
。（
宮
正　
❶
）
二
月
八
日 
能
東
・
能
林
・
能
什
・
能
吟
、
将
軍
に
献
上
の
厄
年
祈
祷
千
句
連
歌
を
清
書
。（
宮
正　
❶
）
二
月
十
二
日 
本
年
中
は
、
綱
吉
の
厄
除
の
た
め
毎
月
十
六
日
に
連
歌
百
韻
を
な
す
こ
と
、
衆
中
に
申
し
渡
し
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
二
月
十
三
日 
学
堂
講
釈
、
続
い
て
前
句
付
の
会
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
二
月
十
七
日 
学
堂
連
歌
の
会
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
二
月
十
八
日 
綱
吉
厄
除
祈
祷
連
歌
あ
り
（
こ
の
会
は
毎
月
十
六
日
と
い
っ
て
も
十
八
日
に
も
行
う
由
あ
り
（
二
月
十
七
日
条
）
。
（
宮
正　
❶
）
二
月
二
十
四
日 
法
楽
連
歌
満
座
。（
宮
正　
❶
）
三
月
九
日 
将
軍
徳
川
綱
吉
厄
除
祈
祷
連
歌
を
所
司
代
土
屋
政
直
に
献
上
（
宮
正　
❶
）
三
月
十
七
日 
学
堂
連
歌
の
会
あ
り
（
三
月
六
日
の
分
）。（
宮
正　
❶
）
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四
月
四
日 
学
堂
に
て
祈
祷
の
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
四
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
四
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
四
月
十
日 
能
順
、
初
何
百
韻
を
詠
む
。
連
衆
は
能
順
と
政
右
。「
頃
や
誰
こ
と
く
さ
も
子
規
」。（
小　
p26
）
四
月
十
七
日 
学
堂
に
て
連
歌
百
韻
あ
り
（
東
山
天
皇
）
御
即
位
御
祈
祷
連
歌
）。（
宮
正　
❶
）
四
月
十
八
日 
綱
吉
厄
除
祈
祷
連
歌
延
期
。（
宮
正　
❶
）
四
月
二
十
日 
祠
官
の
ね
た
み
あ
り
て
、
御
即
位
御
祈
祷
連
歌
の
懐
紙
を
献
上
せ
ず
。（
宮
正　
❶
）
四
月
二
十
四
日 
学
堂
に
て
綱
吉
除
厄
御
祈
祷
連
歌
あ
り
（
十
八
日
延
期
分
）。（
宮
正　
❶
）
五
月
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
（
四
月
二
十
三
日
分
）。（
宮
正　
❶
）
五
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
五
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
五
月
十
六
日 
綱
吉
厄
除
祈
祷
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
五
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
五
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
六
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
六
月
八
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
六
月
十
一
日 
天
下
御
祈
祷
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
六
月
十
六
日 
学
堂
に
て
綱
吉
除
厄
御
祈
祷
連
歌
、
十
八
日
に
延
引
。（
宮
正　
❶
）
六
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
六
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
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七
月
四
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
（
七
月
六
日
分
）。（
宮
正　
❶
）
七
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
七
月
十
八
日 
綱
吉
厄
除
祈
祷
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
八
月
四
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
八
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
八
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
八
月
十
六
日 
学
堂
に
て
綱
吉
除
厄
御
祈
祷
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
八
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
九
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
九
月
十
八
日 
学
堂
に
て
綱
吉
除
厄
御
祈
祷
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
九
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
十
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
十
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
十
月
十
六
日 
学
堂
に
て
綱
吉
除
厄
御
祈
祷
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
十
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
十
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
十
一
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
十
一
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
十
一
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
十
一
月
十
八
日 
学
堂
に
て
綱
吉
除
厄
御
祈
祷
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
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十
一
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
十
二
月
四
日 
能
通
よ
り
、
借
銀
の
質
物
に
入
れ
置
い
た
宗
祇
の
筆
跡
を
し
ば
ら
く
借
り
た
い
と
の
申
し
出
あ
り
、
貸
す
（
十
二
月
六
日
に
返
却
）。（
宮
正　
❶
）
十
二
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
十
二
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
十
二
月
十
六
日 
学
堂
に
て
綱
吉
除
厄
御
祈
祷
連
歌
あ
り
、
結
願
。（
宮
正　
❶
）
十
二
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
十
二
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
貞
享
五
年
（
九
月
晦
日
に
元
禄
元
年
に
改
元　
一
六
八
八
）　
　
六
十
一
歳
一
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
一
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
一
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正　
❶
）
一
月
二
十
二
日 
宮
仕
親
子
書
、
門
跡
に
提
出
前
下
書
写
し
あ
り
。「
能
順
能
舜
子
」（
宮
正　
❶
）
二
月
二
十
四
日 
学
堂
に
て
神
具
調
進
法
楽
連
歌
あ
り
。（
宮
正
）
二
月
晦
日 
自
筆
遺
言
状
を
し
た
た
め
る
。（
小
松
天
満
宮
蔵　
石
歴
展
90
）
三
月 
能
順
、
賀
州
山
代
湯
本
に
お
い
て
政
在
・
可
春
と
三
吟
連
歌
を
な
す
、
政
在
発
句
「
山
白
く
明
ほ
の
匂
ふ
さ
く
ら
哉
」。
（
含
連
（
阪
）
❻
）
三
月
九
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
（
六
日
の
延
引
分
）。（
宮
正
）
三
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
正
）
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三
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正
）
三
月
十
八
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
（
先
月
十
日
延
期
分
）。（
宮
正
）
三
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正
）
三
月 
賀
州
山
代
湯
本
に
て
政
在
、
可
春
と
三
吟
百
韻
。
発
句
「
山
白
く
明
ほ
の
匂
ふ
さ
く
ら
哉
」（
政
在
、
能
順
は
第
三
に
出
詠
）。（
阪　
❻
）
春 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
20
〜
31
あ
り
。
❼
 
「
桜
の
花
盛
之
会
ニ
／
思
ひ
し
も
此
一
本
そ
花
盛
」（
20　
聯
156
）
 
「
本
多
氏
政
在
亭
会
／
せ
き
入
て
庭
や
山
水
山
桜
」（
21　
聯
234
）
 
「
井
上
氏
長
貞
会
／
折
袖
や
四
方
に
散
行
山
桜
」（
22　
聯
238
）
 
「
瑞
順
・
重
幸
三
吟
／
身
を
よ
せ
よ
い
と
は
し
花
も
老
の
陰
」（
23　
聯
198
）
 
「
花
に
風
か
つ
ゆ
る
さ
る
ゝ
匂
ひ
か
な
」（
24
）
 
「
今
枝
氏
直
方
亭
ニ
而
／
松
栢
の
庭
や
太
山
の
初
桜
」（
25　
聯
226
）
 
「
竹
田
氏
忠
張
別
所
之
花
ヲ
見
て
／
今
日
来
す
は
花
も
お
も
は
ん
色
香
哉
」（
26　
聯
158
）
 
「
糸
桜
／
誰
か
い
は
ん
花
に
染
た
る
糸
桜
」（
27　
聯
253
）
 
「
井
上
氏
長
貞
柴
屋
文
台
ヲ
／
写
テ
此
発
句
を
と
有
ニ
／
花
の
詠
柴
の
屋
残
る
木
陰
か
な
」（
28　
聯
174
「
柴
屋
の
文
台
開
に
」）
 
「
於
江
沼
郡
山
代
湯
本
／
世
の
外
の
春
を
も
太
山
桜
か
な
」（
29
）
 
「
於
同
所
三
月
尽
／
行
春
も
今
夜
や
旅
の
相
舎
」（
30
）
 
「
於
同
所
／
初
花
の
若
葉
に
残
る
木
の
間
哉
」（
31
）
四
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正
）
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四
月
八
日 
能
春
屋
敷
は
、
以
前
能
舜
が
所
持
。（
瑞
俊
書
付
（
宮
正
）
四
月
九
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
（
九
日
の
分
）。（
宮
正
）
四
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正
）
四
月
十
九
日 
学
堂
に
て
名
付
連
歌
興
行
あ
り
（
二
十
一
日
に
も
）。
四
月
二
十
四
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
（
二
十
三
日
分
）。（
宮
正
）
五
月
八
日 
能
通
室
入
れ
の
宗
祇
手
跡
、
返
却
。（
宮
正
）
六
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正
）
六
月
九
日 
学
堂
に
て
連
歌
あ
り
。（
宮
正
）
六
月
十
七
日 
学
堂
連
歌
、
講
尺
、
能
貨
坊
死
去
に
つ
き
五
十
日
延
引
。（
宮
正
）
夏 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
32
〜
35
あ
り
。
❼
 
「
花
を
な
と
若
葉
に
来
鳴
郭
公
」（
32
）
 
「
本
多
氏
政
在
亭
ニ
而
月
次
始
／
言
種
の
花
も
猶
み
ん
茂
り
哉
」（
33　
聯
475
）
 
「
寺
西
氏
直
行
興
行
／
夏
虫
の
夕
景
草
や
今
朝
の
露
／（
異
）は
露
も
な
し
／
後
ニ
今
朝
の
露
ト
替
タ
リ
」（
34　
聯
481
）
 
「
能
貨
追
悼
／
夏
虫
も
人
の
世
お
し
む
鳴
音
哉
」（
35
）
七
月
二
十
一
日 
学
堂
に
て
連
歌
あ
り
。（
宮
正
）
八
月
四
日 
学
堂
普
請
中
の
た
め
、
能
慶
宅
に
て
連
歌
あ
り
。（
宮
正
）
八
月
十
日 
前
句
付
あ
り
。（
宮
正
）
八
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正
）
八
月
十
九
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
正
）
九
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正
）
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九
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
正
）
九
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正
）
九
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正
）
秋 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
36
〜
41
あ
り
。
❼
 
「
前
田
左
京
招
請
ニ
付
／
ま
ね
か
て
も
と
は
ま
し
宿
の
花
薄
」（
36　
聯
582
「
問
は
や
宿
の
」）
 
「
よ
し
や
ふ
れ
月
は
在
明
宵
の
雨
」（
37　
聯
633
）
 
「
歓
生
庭
ニ
テ
／
み
た
れ
す
は
露
も
か
ゝ
ら
し
萩
薄
」（
38　
聯
561
）
 
「
名
月
／
迚
も
身
は
老
け
り
今
夜
秋
の
月
」（
39　
聯
692
）
 
「
横
山
氏
々
従
亭
ニ
而
／
雲
風
の
色
は
時
雨
の
ゆ
ふ
へ
か
な
」（
40
）
 
「
前
田
半
七
直
□
亭
ニ
而
／
木
の
間
よ
り
月
の
散
来
る
紅
葉
哉
」（
41
）
十
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正
）
十
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
正
）
十
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正
）
十
月
二
十
二
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
正
）
十
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
正
）
十
月
二
十
八
日 
普
請
立
願
連
歌
あ
り
。（
宮
正
）
十
一
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
正
）
十
二
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
冬 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
42
〜
44
あ
り
。
❼
 
「
佐
野
寿
仙
亭
ニ
而
／
是
も
又
木
葉
音
す
る
霰
哉
」（
42
）
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「
本
多
主
殿
政
在
亭
ニ
而
／
夕
月
夜
汀
の
影
や
薄
氷
」（
43
）
 
「
前
田
万
助
知
頼
亭
ニ
而
／
河
波
の
声
〳
〵
寒
し
夕
千
鳥
」（
44　
聯
988
）
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）　
　
六
十
二
歳
 
年
預
頭
を
つ
と
め
る
一
方
、
瑞
順
に
小
松
天
満
宮
別
当
を
ゆ
ず
る
。
こ
の
年
秋
は
小
松
滞
在
。（
❶
）
閏
正
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
閏
正
月
十
二
日 
学
堂
前
句
付
并
順
講
あ
り
。（
宮
一
）
閏
正
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
閏
正
月
二
十
二
日 
前
句
付
并
源
氏
順
講
あ
り
。（
宮
一
）
閏
正
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。
明
後
二
十
五
日
の
当
番
の
能
順
へ
葉
茶
廿
目
を
渡
す
。（
宮
一
）
閏
正
月
二
十
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
二
月
四
日 
学
堂
に
て
能
東
の
源
氏
講
釈
あ
り
。（
宮
一
）
二
月
十
四
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
二
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
二
月
二
十
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
二
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
二
月
二
十
八
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
三
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
三
月
十
二
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
一
）
三
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
66
三
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
春 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
45
〜
51
あ
り
。
❼
 
「
命
也
う
れ
し
き
世
に
も
今
日
の
春
」（
45　
聯
10
）
 
「
本
多
安
房
政
長
卿
古
松
梅
ア
ル
文
台
／
開 
四
吟
之
連
哥
ニ
／
梅
か
香
や
古
き
風
吹
宿
の
松
」（
46
）
 
「
鳥
井
に
松
梅
書
タ
ル
／
御
影
之
讃
／
梅
に
匂
ひ
松
に
木
ふ
か
し
神
慮
」（
47　
聯
29
）
 
「
横
山
氏
々
従
亭
ニ
而
／
瀬
の
声
に
添
行
山
の
雪
間
哉
」（
48
）
 
「
本
多
氏
政
在
亭
ニ
而
／
露
に
見
よ
柳
か
上
の
春
の
雨
」（
49
）
 
「
森
氏
三
宣
亭
ニ
而
／
夕
霞
音
に
こ
そ
な
れ
夜
の
雨
」（
50　
聯
65
「
音
に
な
り
に
け
り
」）
 
「
本
多
氏
政
冬
亭
／
色
も
香
も
い
か
に
教
し
家
桜
」（
51　
聯
258
「
外
に
見
ぬ
色
や
お
し
へ
し
」）
四
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
四
月
十
四
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
一
）
四
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
四
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
五
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
五
月
二
十
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
五
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
六
月
九
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
六
月
十
一
日 
御
講
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
六
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
六
月
二
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
の
懈
怠
を
補
う
。（
宮
一
）
67
夏 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
52
〜
58
あ
り
。
❼
 
「
佐
藤
治
兵
衛
ニ
而
興
行
／
誰
に
よ
り
忍
ふ
初
音
そ
時
鳥
」（
52
）
 
「
慈
雲
寺
日
祥
興
行
／
思
ひ
入
山
路
は
知
や
郭
公
」（
53　
聯
316
題
「
郭
公
」）
 
「
山
に
て
も
聞
す
は
い
つ
ち
郭
公
未
」（
54　
聯
361
「
山
寺
の
人
の
も
と
へ
」）
 
「
河
合
三
平
尹
信
興
行
／
月
に
な
け
さ
ら
は
雲
井
の
時
鳥
」（
55
（
た
だ
し
55
は
全
抹
消
済
、
興
行
先
の
情
報
を
持
つ
の
で
こ
れ
を
示
す
）　
聯
350
「
山
踏
せ
し
時　
高
根
に
の
ほ
り
て
」）
 
「
佐
藤
儀
左
良
成
興
行
／
花
よ
り
も
老
は
慰
む
若
葉
哉
」（
56
）
 
「
板
津
久
七
郎
直
景
宅
ニ
而
／
当
座
／
空
吹
て
木
の
下
露
や
夏
の
雨
」（
57
）
 
「
政
右
別
所
を
し
つ
ら
ひ
て
始
ノ
会
／
興
行
ニ
／
凉
し
さ
や
し
つ
ら
ひ
栽
し
宿
の
松
」（
58　
聯
445
「
新
宅
に
て
」）
七
月
七
日 
元
故
と
両
吟
の
山
何
百
韻
を
詠
む
。
発
句
能
順
。
発
句
「
梶
の
葉
に
書
言
種
の
露
も
か
な
」。（
含
連
（
阪
）
❻
、
快
能
（
小
）
p26
）（
聯
515
）
七
月
十
日 
前
句
付
、
五
月
六
月
両
月
の
会
あ
り
。（
宮
一
）
七
月
十
七
日 
学
堂
の
会
あ
り
。（
宮
一
）
七
月
二
十
二
日 
学
堂
前
句
付
勘
定
あ
り
。（
宮
一
）
七
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
八
月
二
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
八
月
四
日 
御
祭
連
歌
を
学
堂
に
て
興
行
。（
宮
一
）
八
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
八
月
六
日 
小
松
に
て
芭
蕉
と
会
う
か
。
同
時
代
の
記
録
類
な
ど
の
資
料
は
な
い
が
、
後
代
『
と
は
じ
ぐ
さ
』（
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
な
ど
に
逸
話
が
見
ら
れ
る
。（
　
　
Ｂ
）
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八
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
一
）
八
月
十
五
日 
十
五
夜
の
発
句
を
詠
む
。「
十
五
夜
／
一
年
に
月
待
出
し
今
夜
か
な
」（
書
留
65
（
小
）
❼　
聯
682
「
月
待
出
る
」）
八
月
十
六
日 
十
六
夜
の
発
句
を
詠
む
。「
十
六
夜
／
出
て
月
空
に
い
さ
よ
ひ
の
曇
哉
」（
書
留
66
（
小
）
❼　
聯
673
）
八
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
八
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
八
月
二
十
六
日 
二
十
六
夜
の
発
句
を
詠
む
。「
廿
六
日 
河
原
兵
庫
／
ま
た
て
見
る
月
は
有
明
の
寝
覚
哉
」（
書
留
69
（
小
）
❼　
聯
674
「
二
十
六
夜
」）
八
月
二
十
七
日 
学
堂
に
て
能
拝
の
発
句
で
若
衆
の
連
歌
興
行
あ
り
。（
宮
一
）
 
二
十
七
日
の
発
句
を
詠
む
。「
晦
日 
渡
部
氏 
寛
／
月
も
な
き
夜
の
色
也
荻
の
声
」（
書
留
70
（
小
）
❼　
聯
675
「
二
十
七
夜
」「
秋
の
色
な
り
」）
八
月
二
十
九
日 
学
堂
に
て
能
東
の
発
句
で
若
衆
の
連
歌
興
行
あ
り
。（
宮
一
）
初
秋 
能
順
、
訪
れ
た
生
駒
万
兵
衛
と
連
歌
。
発
句
「
生
駒
万
兵
衛
被
来
し
に
／
雨
に
と
ふ
心
そ
心
宿
の
秋
」（
書
留
（
小
）
❼　
59　
聯
818
「
雨
の
日
訪
来
し
人
に
／
雨
に
と
ふ
心
そ
こ
ゝ
ろ
秋
の
宿
」）
九
月
六
日 
学
堂
月
次
の
会
あ
り
。（
宮
一
）
九
月
八
日 
発
句
を
詠
む
。「
八
日
菊 
井
上
氏
長
貞
／
盛
待
今
日
や
限
な
き
菊
の
色
」（
書
留
72
（
小
）
❼　
聯
729
「
九
月
八
日
ニ
」「
盛
な
る
」）
九
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
一
）
九
月
十
五
日 
能
順
、
誓
円
寺
の
三
千
日
念
仏
回
向
に
出
席
。「
誓
円
寺
三
千
日
念
仏
回
向
之
砌
／
紫
の
雲
は
さ
は
る
な
胸
の
月
／
又
は 
雲
を
も
は
ら
へ
」（
書
留
75
（
小
）
❼　
聯
668
「
千
日
念
仏
の
座
に
て
」「
雲
は
さ
は
ら
し
」）
九
月
二
十
七
日 
学
堂
月
次
の
会
あ
り
（
当
月
六
日
の
分
）。（
宮
一
）
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秋 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
61
〜
64
、
67
〜
68
、
71
、
73
〜
74
あ
り
。
❼
 
「
横
山
氏
従
／
鹿
の
音
や
山
立
出
る
夕
嵐
」（
61　
聯
568
）
 
「
粟
崎
よ
り
立
山
を
み
て
／
秋
の
色
目
に
た
ち
山
や
雲
の
上
」（
62　
聯
826
「
越
中
立
山
を
遙
に
見
て
」）
 
「
湖
水
の
月
を
／
月
出
て
空
な
る
水
の
光
哉
」（
63　
聯
641
「
粟
か
崎
に
て
」）
 
「
昼
静
亭
ニ
而
／
山
窓
に
開
き
出
る
や
四
方
の
秋
」（
64　
聯
774
「
山
窓
を
」）
 
「
会 
森
氏
三
宣
／
白
露
に
吹
な
す
風
の
葛
葉
哉
」（
67　
聯
619　
題
「
葛
」）
 
「
湯
原
応
信
／
風
露
の
荻
に
か
た
よ
る
夕
か
な
」（
68　
聯
590
）
 
「
本
多
氏
政
在
妻
懐
旧
／
誰
袖
か
露
の
か
ゝ
ら
ぬ
草
の
原
」（
71　
聯
540
「
仝
（
悼
人
の
も
と
へ
）」）
 
「
岡
島
氏
元
為
亭
／
遠
山
や
爰
に
木
間
の
村
紅
葉
」（
73　
聯
747
）
 
「
風未出
ふ
け
は
月
晴
く
も
る
木
間
哉
」（
74　
聯
657
）
十
月
六
日 
学
堂
連
歌
の
会
あ
り
（
先
月
二
十
三
日
延
引
の
会
の
分
）。（
宮
一
）
十
月 
能
順
上
洛
。
❼
十
一
月
二
十
八
日 
能
順
、
能
観
、
能
林
の
三
人
が
松
梅
院
に
参
上
す
る
。（
宮
一
）
十
一
月
二
十
九
日 
松
梅
院
、
妙
蔵
院
、
徳
勝
院
、
友
世
、
能
順
、
能
観
が
高
辻
殿
に
参
上
す
る
。（
宮
一
）
十
一
月
三
十
日 
年
預
請
取
渡
し
の
事
、
次
の
年
預
能
順
宅
に
渡
す
。（
宮
一
）
十
二
月
一
日 
能
順
、
十
二
月
一
日
か
ら
一
年
間
、
元
禄
三
年
十
一
月
晦
日
ま
で
、
年
預
頭
を
つ
と
め
る
。（
❼
）（
宮
一
❶
）
十
二
月
二
日 
能
順
、
能
観
が
高
辻
豊
長
に
参
上
す
る
。（
宮
一
）
十
二
月
三
日 
目
代
友
世
宅
に
て
、
門
主
（
曼
殊
院
良
尚
）
よ
り
昨
秋
の
祈
祷
の
礼
に
酒
振
舞
あ
り
、
能
順
は
じ
め
十
人
の
衆
中
が
参
上
す
る
。（
宮
一
）
十
二
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
70
十
二
月
九
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
十
二
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
、
点
者
能
順
。（
宮
一
）
十
二
月
十
一
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。
当
人
は
能
也
。（
宮
一
）
十
二
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。
能
東
が
勤
め
る
。（
宮
一
）
十
二
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。
能
東
が
勤
め
る
。（
宮
一
）
冬 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
76
〜
82
あ
り
。
❼
 
「
し
の
は
ら
や
旅
の
う
き
ふ
し
村
時
雨
」（
76
）
 
「
於
大
坂
川
口
／
難
波
津
や
今
も
春
へ
の
神
無
月
」（
77　
聯
835
「
大
坂
に
て
」）
 
「
同
所
九
昌
院
ニ
而
／
木
の
葉
の
み
塵
と
は
見
え
つ
寺
の
庭
」（
78　
聯
861
「
山
寺
へ
詣
け
る
比
」「
塵
と
は
見
え
す
」）
 
「
直
之
興
行
／
朝
霜
の
花
に
鳥
鳴
垣
根
哉
」（
79　
聯
877
）
 
「
素
久
両
吟
／
薄
雪
の
月
に
澄
行
夕
か
な
」（
80　
聯
914
）
 
「
好
治
両
吟
／
松
は
今
朝
み
ゆ
ら
ん
物
を
宿
の
雪
」（
81　
聯
904
）
 
「
和
州
菅
原
ノ
御
社
奉
納
／
素
久
興
行
三
吟
／
音
す
み
て
松
風
さ
む
し
神
の
庭
」（
82　
聯
985
「
古
き
社
に
詣
て
」）
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
） 
六
十
三
歳
一
月
一
日 
能
順
、「
三
臈
ニ
成
て
／
守
す
は
あ
は
ま
し
今
日
か
神
の
春
」（
書
留
83
（
小
）
❼　
聯
12
）
を
詠
む
。
一
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。
能
順
が
勤
め
る
。（
宮
一
）
一
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
、
点
者
能
順
。（
宮
一
）
一
月
十
一
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。
当
人
は
常
久
。（
宮
一
）
一
月
二
十
五
日 
一
乗
寺
に
能
順
、
能
観
、
常
久
、
友
世
が
参
上
。
刑
部
卿
よ
り
、
宮
仕
中
、
旧
功
の
上
座
五
人
に
直
綴
を
許
す
と
の
御
71
門
主
の
意
向
を
聞
く
。（
宮
一
）
二
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。
能
順
が
勤
め
る
。（
宮
一
）
二
月
九
日 
学
堂
一
二
付
之
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
二
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
、
点
者
能
順
。（
宮
一
）
二
月
十
一
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。
当
人
は
能
楽
。（
宮
一
）
三
月
十
一
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。
当
人
は
能
覚
。（
宮
一
）
春 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
84
〜
101
あ
り
。
❼
 
「
大
森
氏
好
治
へ
つ
か
は
す
／
鴬
や
夜
を
ほ
の
め
か
す
窓
の
竹
」（
84　
聯
90
）
 
「
雨
も
よ
に
曇
も
花
の
た
よ
り
哉
」（
85
）
 
「
於
東
山 
杉
間
の
花
と
云
事
を
／
山
下
風
ふ
け
は
桜
の
杉
間
か
な
」（
86
）
 
「
同
所
ニ
而
枕
の
山
桜
と
云
事
を
／
見
は
や
み
し
夢
の
枕
の
山
桜
」（
87
）
 
「
久
須
見
常
円
へ
遣
ス
／
奥
ふ
か
き
花
の
心
や
山
桜
」（
88
）
 
「
尋
来
る
心
を
太
山
桜
か
な
」（
89　
聯
231
）
 
「
自
黙
・
好
治
三
吟
／
家
土
産
に
四
方
の
花
散
都
か
な
」（
90　
聯
187
「
朝
か
な
」）
 
「
都
へ
の
ほ
る
餞
別
に
歓
生
と
両
吟
」（
聯
239
）（
91
句
は
抹
消
さ
れ
て
お
り
、
元
禄
七
年
春
292
（
聯
239
）
に
同
じ
句
（「
花
毎
に
お
も
ひ
出
へ
き
桜
か
な
」）
を
掲
出
、
た
だ
し
❼
に
お
い
て
二
首
の
歌
に
別
々
に
292
番
が
ふ
ら
れ
て
い
る
（
す
で
に
91
と
い
う
番
号
が
あ
る
た
め
重
複
を
避
け
る
意
図
か
、
不
明
）。
❼
に
従
い
292
以
後
の
句
の
番
号
は
変
え
て
い
な
い
）
 
「
散
行
も
ま
た
れ
し
花
の
心
か
な
」（
92　
聯
178
）
 
「
言
葉
や
人
の
心
の
春
の
花
」（
93
）
72
 
「
陰
高
し
此
一
本
や
山
桜
」（
94
）
 
「
人
の
為
花
は
植
ま
し
老
の
春
」（
95　
聯
197
）
 
「
山
土
産
を
頼
む
や
老
の
桜
狩
」（
96　
聯
236
「
に
し
山
の
花
見
に
出
し
人
の
許
へ
／
山
土
産
を
頼
む
や
老
の
さ
く
ら
駈
」）
 
「
言
葉
や
見
る
に
ま
さ
れ
る
花
の
色
」（
97
）
 
「
妙
心
寺
桂
周
院
龍
海
転
位
ノ
賀
儀
／
色
そ
へ
ん
藤
の
下
染
す
み
れ
草
」（
98
）
 
「
於
宇
治
興
聖
寺
／
秋
さ
へ
や
い
ひ
し
花
園
春
の
色
」（
99
）
 
「
宇
治
川
や
行
春
早
し
高
瀬
舟
」（
100
）
 
「
自
黙
・
好
治
三
吟
／
い
た
つ
ら
に
春
を
古
屋
の
な
か
め
哉
」（
101
）
四
月
頃 
「
比
叡
山
に
て
／
子
規
爰
を
雲
井
の
高
根
か
な
」（
書
留
103
（
小
）
❼　
聯
332
「
卯
月
の
比 
大
比
叡
に
の
ほ
り
て
」）
五
月
七
日 
能
順
、
能
東
、
能
通
、
松
梅
院
へ
行
き
、
桂
天
神
社
の
取
立
に
つ
い
て
聞
か
れ
る
。（
宮
一
）
五
月
九
日 
五
条
殿
に
提
出
の
「
宮
仕
中
年
中
行
事
覚
」
に
、「
毎
月
十
一
日
連
歌
」
と
あ
り
。（
宮
一
）
五
月 
小
河
成
章
母
の
悼
の
発
句
を
な
す
。「
小
河
成
章
母
悼
／
雲
と
な
り
雨
の
哀
の
五
月
か
な
」（
書
留
104
（
小
）
❼
）
六
月
九
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
六
月
二
十
七
日 
小
出
淡
路
守
社
参
、
能
順
、
能
実
、
能
什
出
向
く
。（
宮
一
）
夏 
上
賀
茂
に
て
発
句
を
な
す
。「
賀
茂
に
て
／
水
清
し
岩
本
柏
夏
の
か
け
」（
書
留
105
（
小
）
❼　
聯
499
「
加
茂
の
岩
本
の
社
の
涿
に
て
」）
七
月
九
日 
能
順
の
取
次
で
銀
壱
貫
目
、
万
や
権
兵
へ
か
ら
借
り
る
。
能
順
、
随
栄
、
能
什
印
判
。（
宮
一
）
七
月
十
二
日 
衆
中
に
対
し
、
銀
三
十
目
ほ
ど
で
の
千
句
興
行
依
頼
受
取
は
禁
止
の
旨
、
触
れ
を
ま
わ
す
。（
宮
一
）
八
月
四
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
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八
月
十
五
日 
十
四
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
大
雨
、
雷
あ
り
。「
十
四
日
雨
、
…
…
午
上
刻
ゟ
大
雨
、
終
日
及
夜
不
晴
、
子
下
刻
雷
甚
㎜
明
方
に
止
」「
十
五
日
雨
、
夜
中
之
雨
故
方
々
大
洪
水
」（
宮
一
）
能
順
、
発
句
を
な
す
。「
名
月 
大
雨
雷
電
ノ
夜
／
人
の
心
空
な
る
月
の
今
夜
哉
」（
書
留
107
（
小
）
❼　
聯
690
「
人
こ
ゝ
ろ
」）
八
月
二
十
日 
能
順
と
目
代
友
世
、
両
門
主
に
対
す
る
雷
雨
大
洪
水
見
舞
い
の
必
要
性
を
相
談
。（
宮
一
）
九
月
十
三
日 
「
十
三
日
晴
」（
宮
一
）
能
順
、
発
句
を
な
す
。「
十
三
夜
／
有
し
夜
に
勝
り
か
ほ
也
秋
の
月
」（
書
留
108
（
小
）
❼
）
九
月
二
十
七
日 
浅
井
政
右
、
子
息
以
政
の
死
に
愁
傷
、
能
順
よ
り
弔
い
の
発
句
を
な
す
。「
浅
井
政
右 
子
息
以
政
に
を
く
れ
て
／
愁
傷
を
と
ふ
ら
ふ
と
て　
九
月
廿
七
日
／
お
も
ふ
ら
ん
露
の
世
い
か
に
袖
の
上
」（
書
留
109
（
小
）
❼
）
秋 
発
句
を
な
す
。「
初
秋
／
荻
の
葉
に
待
と
る
秋
の
夕
哉
」（
書
留
106
（
小
）
❼
）
秋
某
日 
父
の
能
舜
五
十
年
忌
に
発
句
を
な
す
。「
能
舜
法
師
五
十
年
忌
／
わ
か
身
こ
そ
古
き
形
見
の
忍
草
」（
書
留
60
（
小
）
❼　
聯
618
「
能
舜
五
十
回
忌
」
初
句
「
老
か
身
や
」）（
書
留
に
お
い
て
は
60
句
は
抹
消
さ
れ
て
お
り
、
元
禄
三
年
、
四
年
の
作
と
棚
町
氏
が
推
定
さ
れ
た
105
か
ら
169
の
句
群
の
中
、
106
句
と
107
句
の
間
に
再
度
掲
出
。）「
懐
旧
連
歌
、
発
句
「
わ
が
身
こ
そ
古
き
形
見
の
忍
草
」（
山
北　
）（
山
北
に
は
懐
旧
連
歌
の
成
立
年
月
日
に
関
す
る
情
報
は
な
い
）
十
月
一
日 
能
順
発
句
あ
り
。「
十
月
一
日
／
三
冬
て
ふ
日
数
や
今
日
は
一
時
雨
」（
書
留
110
（
小
）
❼
）
十
月
十
日 
前
田
利
常
三
十
三
回
忌
、
十
日
か
ら
十
二
日
に
か
け
宝
円
寺
に
て
執
行
（
加
藩
史
）。
能
順
、
発
句
を
詠
む
。「
微
妙
院
殿
三
十
三
回
忌
／
め
く
り
き
ぬ
其
夜
の
時
雨
老
の
袖
」（
書
留
111
（
小
）
❼
）
十
一
月
三
日 
百
日
横
目
衆
が
社
参
、
松
梅
院
、
能
順
、
常
久
が
会
う
。（
宮
一
）
十
一
月
六
日 
祈
祷
之
千
句
あ
り
、
三
百
韻
済
む
。（
宮
一
）
十
一
月
七
日 
祈
祷
之
千
句
あ
り
、
四
百
韻
済
む
。（
宮
一
）
十
一
月
八
日 
祈
祷
之
千
句
あ
り
、
三
百
韻
済
む
。（
宮
一
）
十
一
月
二
十
日 
初
雪
連
歌
の
会
あ
り
、
当
人
は
常
円
。（
宮
一
）
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十
一
月
二
十
九
日 
年
預
能
順
か
ら
能
歴
へ
受
取
を
渡
す
。（
宮
一
）
冬 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
112
〜
116
あ
り
。
❼
 
「
好
治
ニ
而
当
座
一
二
付
／
霜
白
き
落
葉
は
月
の
桂
哉
」（
112
）
 
「
素
久
ニ
而
同
一
二
付
／
咲
て
梅
い
つ
は
る
春
や
神
無
月
／
（
改
）
咲
や
梅
春
い
つ
は
ら
ぬ
神
無
月
」（
113
）
 
「
三
宅
庄
兵
衛
重
直
ニ
而
／
春
秋
の
色
に
と
ら
れ
ぬ
冬
木
哉
」（
114
）
 
「
大
森
好
治
ニ
而
／
雲
風
の
色
の
つ
も
り
や
峰
の
雪
」（
115　
聯
935
初
句
「
雨
風
の
」、
❼
棚
町
氏
注
に
「
能
順
自
筆
「
短
冊
」
に
は
「
雲
風
の
色
の
つ
も
り
や
峰
の
雪　
能
順
」」
と
記
さ
れ
て
い
る
。）
 
「
身
の
外
に
思
ひ
て
暮
す
年
も
か
な
」（
116
）
某
日 
三
宅
重
直
夫
婦
へ
祝
い
の
発
句
を
詠
み
や
る
。「
三
宅
氏
重
直
夫
婦
牡
丹
を
／
夢
み
て
祝
の
心
を
と
い
ひ
し
に
／
植
し
う
へ
て
宿
の
契
や
深
見
草
」（
書
留
102
（
小
）
❼
）
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
） 
六
十
四
歳
一
月 
年
頭
の
発
句
を
詠
む
。「
身
こ
そ
あ
れ
心
な
ふ
り
そ
花
の
春
」（
書
留
117
（
小
）
❼　
聯
11
）
一
月
一
日 
北
野
社
に
て
歳
旦
発
句
の
披
講
あ
り
。（
宮
一
）
一
月
二
十
四
日 
桔
梗
屋
七
左
衛
門
か
ら
能
順
、
能
拝
へ
御
神
供
等
料
と
し
て
銀
十
枚
寄
進
あ
り
。（
宮
一
）
二
月
一
日 
能
順
、
能
東
、
能
観
、
友
世
、
瑞
禅
、
西
田
善
右
衛
門
、
両
門
跡
（
曼
殊
院
良
尚
・
良
応
）
の
も
と
に
参
上
。（
宮
一
）
二
月
六
日 
能
順
、
能
東
、
能
観
、
友
世
、
玉
松
院
、
武
右
衛
門
（
松
梅
院
家
老
）、
両
門
跡
の
も
と
に
参
上
。（
宮
一
）
二
月
十
一
日 
能
順
、
能
東
ら
が
御
公
儀
へ
参
上
。（
宮
一
）
二
月
二
十
八
日 
能
作
の
家
普
請
に
つ
い
て
、
能
順
・
能
拝
よ
り
、
延
期
を
勧
め
る
。（
宮
一
）
三
月
二
十
二
日 
衆
中
の
名
次
第
、
能
楽
よ
り
友
世
に
持
参
。
能
順
に
頭
注
「
五
三
日
中
ニ
賀
州
へ
罷
下
リ
申
候
」。（
宮
一
）
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三
月
二
十
四
日 
能
順
、
年
預
能
歴
に
近
日
中
に
加
賀
に
下
向
予
定
と
伝
え
る
。（
宮
一　
❶
）
三
月
尽 
帰
山
の
辺
に
て
発
句
を
詠
む
。「
帰
山
ノ
辺
ニ
泊
り
て　
三
月
尽
／
我
も
い
さ
つ
れ
な
ん
春
の
帰
山
」（
書
留
126
（
小
）
❼
）
春 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
118
〜
125
あ
り
。
❼
 
「
好
治
両
吟
／
梅
柳
風
を
あ
ら
そ
ふ
色
香
か
な
」（
118
）
 
「
比
叡
山
ニ
む
か
へ
る
庭
ニ
而
／
猶
残
る
雪
に
お
も
へ
は
高
峰
哉
」（
119
後　
聯
72
「
台
麓
に
て
」「
雪
を
お
も
へ
は
」）
 
「
渡
部
宗
堅
・
好
治
三
吟
一
折
ニ
／
梅
か
香
に
雪
の
塵
（
マ
マ
）か
ふ
袂
哉
」（
120
前
）
 
「
好
治
柴
屋
写
文
台
開
ニ
／
そ
の
詠
い
か
に
柴
屋
の
山
桜
」（
121
）
 
「
於
仁
和
寺
／
い
つ
れ
雲
大
内
山
の
山
桜
」（
122
）
 
「
散
花
を
見
は
山
寺
の
夕
哉
」（
123
）
 
「
梅
宮
ニ
而
／
桜
花
咲
継
梅
の
宮
居
か
な
」（
124
）
 
「
北
国
ニ
下
向　
山
中
ニ
而
／
行
心
花
に
し
た
か
ふ
山
路
か
な
」（
125
）
四
月
か 
歓
生
興
行
の
宗
祇
像
開
で
、
発
句
を
詠
む
。「
世
々
に
聞
名
も
い
や
高
し
郭
公
」（
書
留
127
（
小
）　
❼　
聯
346
「
祇
公
墨
蹟
開
」）
 
能
順
、
政
右
が
山
代
温
泉
に
入
湯
の
時
、
句
を
送
る
。「
政
右
山
代
入
湯
之
時
分　
云
遣
ス
／
山
里
の
伝
た
に
ゆ
か
し
郭
公
」（
書
留
128　
聯
326
「
山
里
人
の
も
と
へ
」「
伝
た
に
嬉
し
」）
五
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
五
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
五
月
二
十
八
日 
預
能
海
死
去
（
八
十
歳
）、
新
預
は
随
吟
。（
宮
一
）
五
月
二
十
九
日 
預
坊
発
句
の
連
歌
奉
備
。（
宮
一
）
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五
月 
「
九
津
屋
次
郎
右
衛
門
了
武
興
行
／
白
雲
を
雨
の
五
月
の
光
か
な
」（
書
留
129　
聯
384
）
六
月
七
日 
小
松
で
何
衣
百
韻
に
出
座
。（
元
故
、
瑞
順
、
能
順
の
三
吟
。
能
順
第
三
句
に
出
座
）。
発
句
元
故
「
雪
遠
く
夏
川
流
す
白
根
哉
」（
快
能
）
❺
、（
小
）
p26
）
六
月
九
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
六
月
十
一
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
六
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
六
月
二
十
二
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。
五
月
二
十
三
日
の
補
い
。（
宮
一
）
六
月
二
十
四
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。
六
月
二
十
三
日
分
。（
宮
一
）
夏 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
130
〜
143
あ
り
。
❼
 
「
今
枝
氏
直
方
娘
ノ
悼
／
露
を
袖
の
名
残
に
消
し
蛍
」（
130
）
 
「
牧
屋
久
兵
衛
正カ幸
興
行
／
影
見
え
て
取
と
め
ぬ
風
の
蛍
哉
」（
131　
聯
402
）
 
「
能
美
屋
太
郎
右
衛
門
一
茂
興
行
／
蝉
の
音
に
戦
く
露
散
木
陰
哉
」（
132　
聯
416
題
「
蝉
」）
 
「
本
多
政
長
卿
興
行
／
陰
に
守
氷
室
や
同
し
松
の
雪
」（
133　
聯
502
）
 
「
本
多
政
在
卿
／
露
を
お
も
み
風
待
あ
へ
ぬ
蓮
哉
」（
134　
聯
428
）
 
「
長
瀬
湍
兵
衛
／
常
磐
木
の
時
も
有
け
り
下
凉
み
」（
135　
聯
454
）
 
「
横
山
氏
従
／
蛍
さ
へ
添
て
玉
飛
泉
哉
」（
136　
聯
407
「
つ
れ
て
玉
と
ふ
」）
 
「
佐
藤
治
兵
衛
／
白
露
を
あ
つ
め
て
こ
ほ
す
蓮
哉
」（
137　
聯
427
題
「
蓮
」）
 
「
前
田
知
頼
／
瀬
の
声
は
秋
風
近
き
夕
哉
」（
138　
聯
510
）
 
「
月
次
始　
政
右
／
茂
れ
猶
言
の
葉
風
の
下
凉
み
」（
139　
聯
455
「
政
右
の
許
に
て
月
次
会
始
ニ
」）
↓
山
『
連
歌
集
』
（1648
）
で
は
元
禄
四
年
六
月
十
五
日
、
能
順
（
発
句
）、
政
右
（
脇
）、
應
信
、
武
康
、
正
好
ら
の
百
韻
。
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「
慈
雲
寺
／
常
磐
木
の
下
露
重
し
夏
の
雨
」（
140
参
考　
聯
503
「
山
寺
に
て
雨
い
た
ふ
降
け
れ
は
／
太
山
木
の
下
露
寒
し
夏
の
雨
」（
140　
聯
503
）
 
「
湯
原
応
信
／
取
と
め
ぬ
風
な
ら
な
く
の
扇
か
な
」（
141　
聯
434
題
「
扇
」）
 
「
板
津
直
景
／
絵
に
か
け
は
草
木
も
風
の
扇
哉
」（
142　
聯
436
「
草
木
の
風
の
」）
 
「
夕
さ
け
る
あ
た
り
に
て
／
夕
の
は
つ
か
し
け
な
る
小
家
哉
」（
143
）
七
月
六
日 
寄
合
に
て
、
学
堂
の
勤
め
、
衆
中
懈
怠
あ
る
ゆ
え
、
年
寄
名
で
書
付
を
学
堂
に
張
り
出
す
相
談
。「
連
歌
は
神
道
之
根
本
」「
懈
怠
な
か
れ
」
と
の
内
容
。（
宮
一
）
七
月
四
日 
学
堂
の
式
日
、
六
日
の
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
七
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
の
出
欠
状
況
に
つ
き
、
懈
怠
が
あ
る
の
で
、
書
付
を
貼
り
、
出
席
の
面
々
に
名
を
書
か
せ
点
を
か
け
さ
せ
る
こ
と
で
出
欠
の
様
子
を
示
す
。（
宮
一
）
七
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
七
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
七
月 
何
路
百
韻
に
出
座
。
発
句
政
右
「
下
荻
の
声
聞
あ
へ
ぬ
柳
哉
」。
能
順
第
八
句
に
出
詠
。（
快
全
（
小
）
❺
、
p26
、
山
『
連
歌
集
』（1648
）
で
は
「
元
禄
四
年
八
月
十
三
日
月
次
」）
八
月
十
一
日 
学
堂
御
講
あ
り
。
当
人
能
順
。（
宮
一
）
八
月
十
五
日 
名
月
の
会
連
歌
興
行
。
当
人
能
林
。
年
預
能
歴
は
内
々
の
会
と
理
解
。
八
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
八
月
二
十
四
日 
去
年
二
月
二
十
四
日
の
連
歌
、
懈
怠
ゆ
え
来
る
二
十
七
日
に
な
す
と
衆
中
に
触
れ
あ
り
。（
宮
一
）
八
月
二
十
七
日 
学
堂
に
て
去
年
の
二
月
二
十
四
日
の
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
78
八
月
二
十
九
日 
学
堂
に
て
当
月
二
十
三
日
分
の
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
閏
八
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
閏
八
月
十
日 
浅
井
政
右
（
素
庵
）
追
善
の
独
吟
百
韻
を
な
す
。
発
句
「
な
れ
し
世
や
恨
に
か
へ
る
老
の
秋
」（
書
留
154
（
小
）
❼
、
聯
815
「
浅
井
政
右
の
悼
」、
快
能
（
小
）
❻　
小
　
）、「
同
会
ニ
／
玉
よ
は
ふ
こ
た
へ
や
化
し
袖
の
露
」（
書
留
155
（
小
）
❼
、
聯
534
「
浅
井
政
右
の
身
ま
か
り
給
ふ
悼
ニ
」「
こ
た
へ
も
あ
た
し
」）
閏
八
月
十
二
日 
能
什
、
老
年
ゆ
え
、
連
歌
の
儀
の
取
持
を
頼
む
。（
宮
一
）
閏
八
月
十
四
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
（
八
月
十
日
分
）。（
宮
一
）
閏
八
月
十
七
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
閏
八
月
二
十
三
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
九
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
秋 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
144
〜
163
あ
り
。
❼
 
「
正
□
両
吟
／
身
に
そ
し
む
み
ぬ
色
ふ
か
し
秋
の
風
」（
144　
聯
775
）
 
「
長
瀬
善
右
衛
門
／
さ
夜
更
て
月
し
つ
ま
る
や
荻
の
露
」（
145
）
 
「
宮
丸
や
成
正
／
朝
は
露
の
花
な
る
匂
ひ
哉
」（
146　
聯
612
題
「
槿
」）
 
「
安
房
殿
ニ
而
／
一
村
に
千
種
も
な
ひ
く
薄
哉
」（
147　
聯
579
）
 
「
半
田
五
郎
左
殿
悼
／
稲
妻
の
影
に
し
ほ
る
ゝ
袂
哉
」（
148　
聯
811
「
北
野
松
梅
院
尚
禅
の
悼
」「
露
を
と
ゝ
む
る
」）
 
「
天
神
講
御
作
代
／
桜
葉
の
宮
居
時
め
く
紅
葉
哉
」（
149　
聯
756
「
北
野
桜
葉
の
宮
の
月
次
に
」「
宮
井
ほ
の
め
く
」）
 
「
名
月
／（
改
）よ
り
出
し
／
今
夜
月
秋
を
出
け
る
光
哉
」（
150　
聯
678
題
「
名
月
」「
月
今
夜
秋
を
出
た
る
」）
 
「
湯
原
氏
応
信
ニ
而
／
白
露
に
虫
の
音
清
き
小
篠
哉
」（
151
）
 
「
松
田
助
左
衛
門
ニ
而
／
一
本
に
秋
や
庭
も
せ
花
薄
」（
152
）
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「
浅
井
氏
政
右
悼
／
袖
し
ほ
る
外
な
き
露
の
う
き
世
哉
」（
153　
聯
536
「
悼
人
の
も
と
へ
」）
 
「
金
沢
ニ
而
、
清
持
・
既
白
三
吟
／
峰
の
月
汀
ま
さ
れ
る
光
哉
」（
156　
聯
642
「
木
場
と
い
ふ
所
の
江
の
ほ
と
り
に
／
た
れ
か
れ
誘
ひ
出
て　
月
見
し
時
」）
 
「
踞
道
ニ
而
会
／
染
る
の
み
色
か
草
木
の
秋
の
風
」（
157
）
 
「
会
／
朝
霧
の
花
に
晴
行
野
風
哉
」（
158　
聯
601
「
花
に
成
行
」）
 
「
会
／
空
に
か
よ
ふ
心
也
け
り
月
の
友
」（
159
）
 
「
十
三
夜
／
望
月
に
光
あ
ら
そ
ふ
今
夜
哉
」（
160　
聯
743
）
 
「
政
在
卿
ニ
而
／
秋
風
の
月
は
時
雨
の
雲
間
哉
」（
161　
聯
651
）
 
「
湯
原
源
七
ニ
而
／
松
の
葉
を
も
と
か
し
け
也
蔦
紅
葉
」（
162　
聯
786
）
 
「
慈
雲
寺
ニ
而
／
鹿
の
音
の
薄
に
残
る
山
田
哉
」（
163　
聯
571
）
十
月
一
日 
中
黒
六
左
衛
門
の
所
の
連
歌
で
発
句
を
詠
む
。「
十
月
朔
日 
中
黒
六
左
衛
門
ニ
而
／
夕
暮
の
冬
も
来
に
け
る
時
雨
か
な
」（
164　
聯
838
題
「
時
雨
」）
十
月
五
日 
能
順
母
（
淨
山
玉
清
大
姉
）、
京
に
て
没
す
（
九
十
五
歳
）。
養
子
瑞
順
と
小
松
に
て
母
追
善
の
両
吟
百
韻
。
能
順
、
発
句
を
詠
む
。「
奉
悼
清
山
大
姉
／
は
ゝ
き
木
の
よ
そ
に
別
る
落
葉
哉
」（
書
留
167
（
小
）
❼　
聯
862
「
京
に
て
、
慈
母
身
ま
か
り
し
に
も
、
え
あ
は
す
、
小
松
に
て
」「
あ
は
て
む
な
し
き
」）
能
快
歓
書
留 
❺
発
句
「
あ
は
て
む
な
し
き
」、
p28
「
あ
か
て
む
な
し
き
」
十
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
十
一
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
十
一
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
十
一
月
二
十
九
日 
年
預
能
拝
に
渡
す
。（
宮
一
）
80
十
二
月
一
日 
初
雪
連
歌
の
会
あ
り
、
当
人
能
林
。（
宮
一
）
十
二
月
六
日 
能
順
の
弟
能
拝
死
去
（
四
臈
行
年
五
十
八
）。（
宮
一　
）
十
二
月
十
六
日 
松
平
丹
後
守
に
歌
学
者
と
し
て
仕
え
た
板
坂
以
得
、
書
物
八
十
余
点
を
質
草
に
金
を
借
り
る
。
若
い
宮
仕
た
ち
か
ら
、
書
物
が
あ
れ
ば
書
写
し
た
い
と
の
希
望
あ
り
。（
宮
一
）
冬 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
165
〜
166
、
168
あ
り
。
❼
 
「
坂
倉
助
太
夫
懐
旧
息
善
助
興
行
／
と
ふ
道
や
木
葉
に
ふ
か
き
苔
の
下
」（
165
）
 
「
林
助
左
衛
門
興
行
／
霰
に
も
あ
ら
そ
ふ
な
ら
の
枯
葉
哉
」（
166　
聯
891
）
 
「
昨
日
み
し
遠
山
風
や
今
朝
の
雪
」（
168
）
元
禄
五
年
（
一
六
九
ニ
） 
六
十
五
歳
一
月
一
日 
年
頭
の
発
句
を
詠
む
。「
老
を
こ
そ
お
も
ふ
事
に
は
今
日
の
春
」（
書
留
169
（
小
）
❼　
聯
14
）
一
月
三
日 
松
梅
院
の
裏
白
連
歌
開
催
。（
宮
一
）
一
月
十
八
日 
何
船
百
韻
に
出
詠
。
 
能
順
発
句
「
晨
明
の
夜
な
〳
〵
霞
む
行
衛
か
な
」（
能
快
全
書
留
（
小
）
❺
、
p28
）
 
「
有
明
は
夜
な
〳
〵
霞
む
行
衛
哉
」（
快
能
（
小
）
p26
）
 
「
三
吟
／
有
明
は
夜
な
〳
〵
霞
む
行
ゑ
哉
」（
書
留
182
❼　
聯
140
「
政
右
・
直
忠
三
唫
」）
二
月
十
九
日 
能
順
、
鈍
色
袈
裟
着
用
の
願
を
聞
き
届
け
ら
れ
ず
、
秋
に
小
松
か
ら
上
京
す
る
旨
返
信
。（
北
②
）
二
月
二
十
四
日 
学
堂
に
お
い
て
法
楽
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
三
月
二
十
七
日 
元
日
の
発
句
の
連
歌
興
行
。（
宮
一
）
春 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
170
〜
181
、
183
〜
185
あ
り
。
❼
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「
岡
島
元
興
／
薄
雪
に
見
る
〳
〵
露
の
柳
哉
」（
170　
聯
101
）
 
「
竹
の
葉
に
梅
か
香
戦
く
垣
根
哉
」（
171
）
 
「
岡
島
伝
蔵
／
山
の
端
や
し
の
ゝ
め
ま
か
ふ
春
の
雪
」（
172　
聯
73
）
 
「
横
山
外
史
／
い
そ
け
花
遠
さ
か
り
行
峰
の
雪
」（
173　
聯
151
）
 
「
今
枝
直
方
／
紅
に
咲
こ
そ
う
つ
れ
梅
花
」（
174
）
 
「
月
次 
浅
加
治
卿
／
待
初
る
心
の
奥
や
八
重
桜
」（
175　
聯
241
）
 
「
湯
原
応
信
／
白
露
や
緑
す
く
ろ
の
村
薄
」（
176　
聯
116
）
 
「
生
駒
万
兵
衛
／
花
の
中
に
花
咲
出
る
桜
哉
」（
177　
聯
227
）
 
「
林
助
左
衛
門
／
花
と
い
へ
は
先
お
も
は
る
ゝ
桜
哉
」（
178　
聯
232
）
 
「
高
岡
慈
雲
老
父
悼
／
袖
の
色
や
堅
野
の
か
た
み
夕
霞
」（
179
）
 
「
鳥
の
枝
や
氷
し
玉
柳
」（
180　
聯
110
）
 
「
本
多
安
房
殿
江
戸
下
向 
主
殿
々
／
よ
り
懐
紙
可
被
贈
ニ
付
／
咲
花
も
春
の
も
と
た
つ
東
か
な
」（
181　
聯
147
）
 
「
待
人
の
遅
く
来
れ
る
ニ
／
散
に
け
り
問
来
る
人
の
遅
桜
」（
183　
聯
268
）
 
「
佐
藤
儀
左
衛
門
良
成
悼
／
花
を
さ
へ
見
果
ぬ
夢
の
恨
哉
」（
184
）
 
「
高
畠
源
蔵
友
徳
会
／
花
盛
霞
も
風
も
匂
ひ
哉
」（
185
）
五
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
五
月
二
十
五
日 
井
筒
屋
、
銭
屋
了
喜
の
取
次
に
て
銀
子
二
枚
寄
進
す
る
。（
宮
一
）
六
月
九
日 
学
堂
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
六
月
二
十
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
（
当
月
十
七
日
分
）。（
宮
一
）
六
月
二
十
四
日 
能
順
の
妹
西
雲
死
去
。（
宮
一
）
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六
月
二
十
六
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
一
）
夏 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
186
〜
192
あ
り
。
❼
 
井
筒
屋
庄
兵
衛
興
行
の
連
歌
で
発
句
を
詠
む
。（「
井
筒
屋
庄
兵
衛
一
正
興
行
／
露
落
て
色
は
か
は
か
ぬ
若
葉
哉
」（
書
留
186
（
小
）
❼
））
 
「
塩
屋
長
右
衛
門
祐
以
興
行
／
聞
ま
し
や
今
幾
日
有
て
郭
公
」（
187　
聯
345
）
 
「
半
田
氏
正
好
家
尉
祝
詞
／
植
し
世
の
根
さ
し
木
ふ
か
き
若
葉
哉
」（
188　
聯
298
）
 
「
政
在
公
ニ
而
／
雨
に
今
日
と
は
す
は
い
つ
の
時
鳥
」（
189　
聯
319
）
 
「
夕
暮
や
秋
は
朝
露
若
楓
」（
190　
聯
309
題
「
若
楓
」「
夕
暮
の
秋
や
あ
さ
露
」）
 
「
田
上
屋
昌
忠
興
行
／
河
音
に
つ
も
る
や
雨
の
五
月
山
」（
191　
聯
386
「
川
音
の
」）
 
「
半
田
氏
正
好
四
吟
／
五
月
雨
の
空
た
の
め
な
る
晴
間
哉
」（
192
）
七
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
一
）
七
月
十
九
日 
如
鉄
の
三
十
三
回
忌
に
、
脇
田
七
兵
衛
が
興
行
し
た
連
歌
の
発
句
を
詠
む
。「
如
鉄
三
十
三
回
忌 
脇
田
七
兵
衛
／
興
行　
七
月
十
九
日
／
手
向
に
も
つ
む
や
其
世
を
忍
草
」（
書
留
（
小
）
195
❼
）
八
月
一
日 
能
州
一
宮
に
発
句
を
手
向
け
る
。「
八
月
朔 
能
州
へ
趣
テ
／
一
宮
ニ
奉
手
向
／
松
杉
や
神
の
太
山
木
世
々
の
秋
」（
書
留
（
小
）
196
❼　
聯
827
「
一
と
せ
能
州
一
見
に
め
く
り
し
時
、
一
宮
に
て
手
向
」）
 
連
続
し
て
阿
部
屋
の
浦
、
福
浦
の
磯
、
黒
崎
の
磯
、
深
見
の
滝
、
深
見
か
浦
、
惣
持
寺
、
乙
ケ
崎
、
七
尾
、
今
浜
の
句
あ
り
。（
書
留
196
〜
206
（
小
）
❼
、
聯
827
〜
832
、
548
、
549
、
599
）
※
八
月
に
能
登
の
旅
を
し
て
い
る
。
八
月
四
日 
連
歌
の
書
付
を
神
前
に
そ
な
え
る
。（
宮
一
）
八
月
六
日 
能
順
、
懐
旧
百
韻
を
詠
む
。
連
衆
は
能
順
、
孟
昭
。「
憂
か
り
け
り
是
や
昔
を
忍
ふ
草
」（
小
）
八
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
一
）
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八
月
十
日 
能
林
・
能
什
、
二
十
三
日
の
学
堂
月
次
連
歌
の
宗
匠
の
こ
と
を
申
し
わ
た
さ
れ
る
。（
宮
一
）
八
月
十
七
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
八
月
二
十
一
日 
六
月
十
六
日
に
願
書
の
あ
っ
た
千
句
の
習
礼
あ
り
。（
宮
一
）
八
月
二
十
三
日 
月
次
連
歌
延
引
。（
宮
一
）
八
月
二
十
七
日 
年
預
の
と
こ
ろ
で
千
句
の
内
の
五
百
韻
を
な
す
。（
宮
一
）
八
月
二
十
八
日 
千
句
の
う
ち
の
五
百
韻
を
な
す
。（
宮
一
）
九
月
十
五
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
（
当
月
六
日
の
会
を
延
引
）。（
宮
一
）
九
月
二
十
三
日 
学
堂
の
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
秋 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
193
〜
194
、
197
〜
206
あ
り
。
❼
 
「
横
山
氏
隼
人
殿
ニ
而
／
凉
し
さ
の
月
に
も
り
来
る
木
間
哉
」（
193
）
 
「
竹
森
検
校
春
林
興
行
／
荻
葉
を
こ
ほ
る
ゝ
露
の
始
哉
」（
194　
聯
589
）
 
「
阿
部
屋
の
浦
／
松
原
の
秋
や
塩
屋
の
夕
煙
」（
197　
聯
828
）
 
「
福
浦
の
磯
／
秋
風
や
爰
に
入
ぬ
る
磯
の
松
」（
198　
聯
829
）
 
「
黒
崎
の
磯
／
秋
風
の
波
の
あ
ら
磯
岩
も
な
し
」（
199　
聯
831
）
 
「
深
見
の
滝
／
山
高
し
雲
間
霧
間
の
滝
つ
波
」（
200
）
 
「
立
田
姫
お
し
む
か
染
ぬ
滝
の
糸
」（
201　
聯
830
「
深
見
か
浦
」）
 
「
惣
持
寺
／
夕
暮
や
秋
よ
り
外
の
太
山
寺
」（
202　
聯
832
）
 
「
乙
ヶ
崎
／
磯
の
上
か
た
ら
ん
松
の
秋
も
な
し
」（
203
）
 
「
七
尾
／
此
う
ら
と
雁
も
来
に
け
る
渚
か
な
」（
204　
聯
723
「
能
州
七
尾
に
て
」「
此
浦
に
」）
 
「
朝
霧
に
島
は
う
か
ひ
て
波
も
な
し
」（
205　
聯
549
「
お
な
し
く
七
尾
に
て
」）
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「
今
浜
／
浜
荻
や
爰
に
こ
た
ふ
る
興
津
な
み
」（
206　
聯
599
「
能
州
今
浜
に
て
」）
秋
頃 
素
庵
居
士
（
浅
井
政
右
）
一
周
忌
に
「
一
む
ら
の
薄
や
其
名
し
の
ふ
く
さ
」（
聯
616
）
を
詠
む
（
前
年
閏
八
月
十
日
に
政
右
追
善
独
吟
百
韻
を
詠
ん
で
い
る
）。
 
津
田
正
忠
の
三
十
三
回
忌
に
発
句
「
う
か
り
け
り
是
や
む
か
し
を
今
の
秋
」（
聯
812
）
を
詠
む
。
正
忠
は
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
没
。
十
月
二
十
三
日 
学
堂
の
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
十
一
月
五
日 
学
堂
初
雪
の
連
歌
の
会
あ
り
、
当
人
能
知
。（
宮
一
）
十
一
月
六
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
十
一
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
一
）
十
一
月
十
一
日 
天
神
講
（
宮
一
）
十
一
月
十
五
日 
門
主
疱
瘡
に
つ
き
、
神
前
祈
祷
及
び
祈
祷
連
歌
百
韻
あ
り
。
発
句
（「
は
ら
ふ
跡
つ
け
ぬ
や
清
き
雪
の
庭
」）「
御
」
脇
随
吟
、
第
三
能
歴
。（
宮
一
）
十
一
月
十
八
日 
学
堂
月
次
の
会
あ
り
。（
宮
一
）
十
二
月
十
日 
学
堂
前
句
付
あ
り
。（
宮
一
）
十
二
月
二
十
三
日 
学
堂
月
次
連
歌
あ
り
。（
宮
一
）
冬 
『
能
順
自
筆
発
句
書
留
』
に
発
句
207
〜
223
あ
り
。
❼
 
「
半
田
氏
正
好
興
行
／
深
緑
松
に
あ
つ
ま
る
冬
野
哉
」（
207　
聯
984
）
 
「
岡
島
氏
一
重
興
行
／
篠
の
葉
の
霰
を
こ
ほ
す
霰
哉
」（
208　
聯
889
題
「
霰
」）
 
「
岡
島
氏
元
興
々
行
／
匂
へ
梅
誰
春
な
ら
ぬ
神
無
月
」（
209
）
 
「
さ
夜
更
て
霜
に
し
つ
ま
る
木
葉
哉
」（
210　
聯
859
）
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「
冬
枯
の
色
に
か
た
よ
る
薄
か
な
」（
211　
聯
870
）
 
「
竹
田
氏
忠
張
関
東
よ
り
帰
宅
ノ
刻
／
待
来
し
や
言
葉
つ
も
る
雪
の
友
」（
212　
聯
953
「
友
の
尋
来
し
に
」「
待
え
し
や
」）
 
「
渡
部
氏
寛
庭
を
つ
く
ろ
は
れ
た
る
ニ
／
松
を
植
て
今
朝
こ
そ
庭
に
峰
の
雪
」（
213　
聯
905
「
松
を
置
て
」）
 
「
高
畠
氏
友
徳
興
行
／
月
と
雪
い
つ
れ
〳
〵
の
光
か
な
」（
214　
聯
919
）
 
「
有
明
の
光
や
幾
重
今
朝
の
雪
」（
215　
聯
907
）
 
「
前
田
氏
知
頼
ニ
而
／
音
絶
て
色
に
成
行
霙
か
な
」（
216
）
 
「
直
忠
ニ
而
三
吟
／
明
ほ
の
ゝ
白
き
か
き
り
や
月
と
雪
」（
217　
聯
918
）
 
「
安
房
守
殿
御
母
上
十
三
回
忌
／
淡
雪
の
あ
は
れ
木
ふ
か
し
う
な
ひ
松
」（
218　
聯
947
「
南
昌
院
殿
十
三
回
忌
」）
 
「
空
晴
て
松
よ
り
出
る
雪
吹
哉
」（
219　
聯
980
）
 
「
多
賀
信
濃
殿
始
而
会
／
猶
と
は
ん
道
つ
け
初
つ
雪
の
宿
」（
220　
聯
954
「
跡
つ
け
初
し
宿
の
雪
」）
 
「
多
賀
与
一
右
衛
門
殿
会
／
つ
も
れ
猶
齢
木
高
き
松
の
雪
」（
221
）
 
「
生
駒
氏
正
信
息
女
悼
／
淡
雪
の
哀
に
ぬ
る
ゝ
袂
か
な
」（
222
）
 
「
森
氏
三
宣
亭
ニ
而
／
埋
火
は
う
は
の
空
吹
嵐
哉
」（
223　
聯
991
「
埋
火
の
空
ふ
く
小
夜
の
」）
某
日 
百
韻
「
袖
毎
の
世
の
風
匂
ふ
菖
蒲
哉
」（
能
順
・
元
胡
）（
小　
p26
）
